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い
ま
か
ら
69
年
前
に
北
海

学
園
大
学
は
創
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
初
代
の
学
長
で
あ
る
上
原

轍
三
郎
は
、
入
学
式
に
あ
た
っ

て
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
（W
alt 

W
hitman , 1819-92

※
１）
の

詩

集
『
草
の
葉
』Leaves of 

Grass

か
ら
、「
開
拓
者
よ
、
お

お
開
拓
者
よ
」（Pioneers! 

O Pioneers!

）
を
引
用
し
つ

つ
、
北
海
学
園
大
学
の
ス
ク
ー

ル
モ
ッ
ト
ー
を
「
開
拓
者
精
神
」

（Pioneer Spirit

）
と
定
め

ま
し
た
。

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
、
ロ
バ
ー

ト
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー※

２が
『
心
の
習

慣
』Habits of the Heart

の
な
か
で
、「
ア
メ
リ
カ
の
四

つ
の
系ス

ト
ラ
ン
ド譜

」
の
四
番
目
と
し
て

挙
げ
た
も
の
、
つ
ま
り
「
聖

書
的
系
譜
」「
共
和
主
義
的
系

譜
」「
功
利
主
義
的
個
人
主

義
」
に
次
ぐ
、「
表
現
主
義
的

個
人
主
義
」（Expressive 

Individualism

）
を
、
ま
さ

に
範
型
的
に
表
す
人
物
で
す
。
理

解
を
助
け
る
た
め
に
敷
衍
す
れ

ば
、
２
０
１
６
年
に
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
を
受
賞
し
た
ボ
ブ
・
デ
ィ

ラ
ン※

３は
、
こ
の
ス
ト
ラ
ン
ド
の
秀

で
た
現
代
版
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
彼
の
代
表
作
「
風
に
吹
か

れ
て
」（Blow

ing in the 
W

ind
）
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
心

性
を
織
り
な
す
四
番
目
の
撚よ

り

糸
を
見
事
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ホ
イ
ッ

ト
マ
ン
の
前
述
の
詩
集
の
な
か

に
、「
あ
り
ふ
れ
た
も
の
」（The 

Com
m

onplace

）
と
題
さ
れ

た
詩
が
あ
り
ま
す
。
本
日
こ
れ

を
引
証
し
な
が
ら
、
卒
業
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
は
な
む
け
の
言
葉

を
述
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
り
ふ
れ
た
も
の
を
わ
た
し

は
歌
う
、

健
康
で
あ
る
に
金
は
か
か
ら

ぬ
、
気
高
く
あ
る
に
も
金
は

か
か
ら
ぬ
、

節
制
を
こ
そ
、虚
偽
や
、大
食
、

淫
欲
は
お
断
り
だ
、

晴
れ
や
か
な
大
気
を
わ
た
し

は
歌
う
、
自
由
を
、
寛
容
を
、

あ
り
ふ
れ
た
昼
と
夜
と
を
―

―
あ
り
ふ
れ
た
土
と
水
と
を
、

君
の
農
場
、君
の
仕
事
、商
売
、

職
業
、

そ
し
て
万
物
を
支
え
る
堅
牢

な
地
面
さ
な
が
ら
、
そ
れ
ら

の
も
の
を
支
え
て
い
る
民
主

的
な
知
恵
を
。

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン『
草
の
葉（
下
）』

岩
波
文
庫
、
１
９
７
１
年
、

３
８
０
頁
。

　

こ
こ
で
詠
わ
れ
て
い
る
、
大

気
も
土
も
水
も
、
昼
と
夜
の

交
替
も
ま
た
、
き
わ
め
て
あ

り
ふ
れ
た
も
の
で
す
。「
あ
り

ふ
れ
た
」
と
訳
さ
れ
た
の
は
、

“
com

m
onplace”

と

い

う
語
で
す
。
こ
れ
は
通
常
「
ご

く
普
通
の
」「
陳
腐
な
」
と
い

う
意
味
合
い
を
も
つ
言
葉
で

す
。
少
し
説
明
的
に
い
え
ば
、

「
頻
繁
に
生
起
し
、
あ
る
い
は

頻
繁
に
見
聞
な
い
し
経
験
さ
れ

る
の
で
、
特
別
な
も
の
と
は
見

な
さ
れ
な
い
」（happening 

often or often seen or 
experienced and so 
not considered to be 
special

）
と
い
う
意
味
で
す
。

　

英
語
の“

com
m

onplace”

は
、
ラ
テ
ン
語
の“

locus 
com

m
unis”

の
逐
語
訳
で
す
。

そ
れ
は
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ア
語
の

“
koinos topos”

に
遡
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
古
典
語
も
、「
共

有
／
共
通
／
一
般
／
公
共
の
場

所
」
を
意
味
し
ま
す
。
そ
こ
か

ら
転
じ
て
、
一
般
的
に
見
う
け

ら
れ
る
の
で
、
独
創
性
や
新
鮮

味
に
欠
け
、
特
別
な
関
心
を
引

か
な
い
、つ
ま
り
「
ご
く
普
通
の
」

「
陳
腐
な
」
と
い
う
意
味
が
生
じ

た
の
で
す
。

　

さ
て
、
大
気
も
土
も
水
も
太

陽
も
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は

誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
普
通

に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
き

わ
め
て
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
あ
の
世
界
的
経
済
学
者

の
宇
沢
弘
文
（1928-2014

）
は
、

こ
の
「
あ
り
ふ
れ
た
も
の
」
に

特
別
な
価
値
を
見
出
し
、
こ
れ

を
大
事
に
す
る
経
済
理
論
の
構

築
と
実
践
に
後
半
生
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル

経
済
学
賞
に

一
番
近
か
っ

た
と
い
わ
れ

る
宇
沢
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
や
シ
カ
ゴ
大
学
で
の
最
先
端

の
研
究
生
活
を
突
然
打
ち
切
っ

て
帰
国
し
、
そ
の
後
は
ひ
た
す
ら

「︽
陰

シ
ャ
ド
ウ
︾
の
経
済
学
」
の
理
論
家

お
よ
び
実
践
家
と
し
て
歩
み
ま

し
た
。
彼
の
活
動
を
貫
い
て
い
た

の
は
、「
社
会
的
共
通
資
本
」
と

い
う
考
え
で
す
。
彼
は
そ
れ
を
英

語
で“

Social O
verhead 

Capital”

と
表
現
し
ま
し

た
が
、
と
き
に
は“

Social 
Com

m
on Capital”

と
表

記
さ
れ
て
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
「
社
会
的
共
通
資
本
」
と

は
、
一
つ
の
国
あ
る
い
は
特
定

の
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々

が
、
豊
か
な
社
会
的
・
文
化
的

生
活
を
持
続
的
・
安
定
的
に
維

持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ

う
な
社
会
的
装
置
を
意
味
し
ま

す
。
社
会
的
共
通
資
本
と
見
な

さ
れ
る
も
の
は
、
た
と
い
私
有

な
い
し
私
的
管
理
が
認
め
ら
れ

る
と
し
て
も
、
社
会
全
体
に
と
っ

て
共
通
の
財
産
と
し
て
、
社
会

的
な
基
準
に
従
っ
て
管
理
・
運

営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

宇
沢
は
社
会
的
共
通
資
本
を
、

（
１
）
自
然
環
境
（
大
気
、
水
、

森
林
、
河
川
、
湖
沼
、
海
洋
、
湿

地
帯
、
土
壌
な
ど
）、（
２
）
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
道
路
、
交
通
機
関
、
上
下
水
道
、

電
力
・
ガ
ス
な
ど
）、（
３
）
制

度
資
本
（
教
育
、
医
療
、
金
融
、

司
法
、
行
政
な
ど
）
の
三
つ
に
大

別
し
て
い
ま
す
。
宇
沢
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
の

人
が
共
有
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て
市
場
的
基
準
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、

ま
た
官
僚
的
基
準
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
、
と
い

う
の
で
す
。
こ
れ
は
新
自
由
主

義
の
経
済
理
論
と
は
真
っ
向
か

ら
対
立
す
る
考
え
方
で
す
。

　

宇
沢
は
シ
カ
ゴ
大
学
に
お
い

て
、
新
自
由
主
義
者
の
フ
リ
ー
ド

マ
ン
（M

ilton Friedm
an,

1912-2006

）
※
４

と
よ
く
論
争
し
た

そ
う
で
す
が
、
後
者
が
唱
道
し
た

市
場
原
理
主
義
は
、
こ
こ
数
十
年

荒
れ
狂
う
「
欲
望
の
資
本
主
義
」

と
い
う
鬼
子
を
産
み
落
と
し
ま

し
た
。
宇
沢
は
一
貫
し
て
そ
れ

に
反
対
し
、
大
気
な
ど
の
自
然

環
境
は
私
益
追
求
の
対
象
と
し

て
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
大
事
な

も
の
は
金
銭
に
換
算
で
き
な
い
、

と
主
張
し
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ド

マ
ン
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、

宇
沢
は
そ
の
栄
誉
に
浴
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
後
世
の
人
々
の

判
断
は
逆
転
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
、
２
０
１
５
年
９
月
、

国
連
サ
ミ
ッ
ト
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
採
択

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
と
を
た

だ
せ
ば
、
宇
沢
が
唱
え
た
「
社

会
的
共
通
資
本
」
の
考
え
に
淵

源
し
ま
す
。
宇
沢
は
す
で
に
70

年
代
中
葉
か
ら
、「
社
会
的
共
通

資
本
」
の
理
論
を
世
界
に
向
け

て
発
信
し
、
地
球
環
境
、
教
育
、

医
療
、
金
融
の
問
題
な
ど
に
対

し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
わ
た
し
は
た
ま
た
ま

宇
沢
の
同
郷
人
な
の
で
、
彼
に

特
別
な
尊
崇
の
念
を
抱
い
て
い

ま
す
が
、
彼
が
説
い
た
「
社
会

的
共
通
資
本
」
の
考
え
は
、
若

い
人
た
ち
に
も
っ
と
受
け
継
が

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

19
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
ホ

イ
ッ
ト
マ
ン
も
、
宇
沢
と
共
鳴

し
合
う
も
の
を
多
く
も
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
あ

り
ふ
れ
た
も
の
」
と
い
う
詩
は
、

人
類
の
共・

通・

の・

（com
m

on

）

生
活
の
場・

（place

）
と
し
て

の
地
球
環
境
の
問
題
に
密
接
に

関
わ
り
ま
す
。
富
裕
な
現
代
人

は
贅
沢
な
食
事
を
楽
し
み
、
健

康
維
持
の
た
め
に
高
い
会
費
を

払
っ
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

の
会
員
と
な
っ
た
り
、
教
養
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
に
通
っ
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
、「
健

康
で
あ
る
に
金
は
か
か
ら
ぬ
、

気
高
く
あ
る
に
も
金
は
か
か
ら

ぬ
」、
と
喝か

っ

破ぱ

し
ま
す
。
日
々
の

生
活
に
お
い
て
節
制
し
、
身
体

を
動
か
し
て
労
働
し
、
自
由
と

寛
容
の
精
神
を
身
に
つ
け
、
民

主
的
な
知
恵
で
処
す
れ
ば
、
人

間
と
し
て
気
高
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
は
楽
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
あ
り
ふ
れ

た
も
の
」
を
大
事
に
し
て
生
き

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ
の
は
な
む

け
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

※
１　

ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ

ン
。
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
、
随
筆
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス

ト
。
ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
い
て
最
も

影
響
力
の
大
き
い
作
家
の
一
人
。「
自

由
詩
の
父
」
と
称
さ
れ
る
。

※
２　

ロ
バ
ー
ト
・
ニ
ー
リ
ー
・

ベ

ラ

ー
（R

obert N
eelly 

Bellah, 1927-2013

）。
ア
メ
リ
カ

の
宗
教
社
会
学
者
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

大
学
教
授
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
社
会
学
教
授
を
歴

任
。

※
３　

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
（Bob 

Dylan, 1941-

）。
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ

カ
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。
楽
曲
は
、

「
風
に
吹
か
れ
て
」「
時
代
は
変
る
」「
ミ

ス
タ
ー
・
タ
ン
ブ
リ
ン
・
マ
ン
」
な

ど
多
数
。

※
４　

ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
東
部
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
系

移
民
の
子
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

生
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
。

古
典
派
経
済
学
と
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
、

市
場
原
理
主
義
・
金
融
資
本
主
義
を

主
張
し
ケ
イ
ン
ズ
的
総
需
要
管
理
政

策
を
批
判
し
た
。

13

豊
陵
会
寄
贈
絵
画

豊
平
校
舎
３
号
館
１
階
事
務
室
向
展
示

２
０
０
２
年
度
道
展
出
品
（
油
彩
１
０
０
号
）

『
早
春
の
山
』
池
上  

啓
一

《プロフィール》1936 年樺太生まれ。元北嶺中・高等学校教諭。
北海道美術協会（道展）会員。1967 年道展ホクレン賞 ｢くるま｣、
1969 年道展市教育長賞 ｢石狩早春｣、1971 年道展会友賞 ｢かにの
ある静物｣、1979 年一水会展石井奨励賞 ｢早春の石狩｣ など。

「
あ
り
ふ
れ
た
も
の
」

森
林
学
の
百
科
事
典

フ
ィ
オ
ー
レ
の
ヨ
ア
キ
ム
か
ら
ニ
ー
バ
ー
へ

日
本
森
林
学
会
編
／
早
尻
正
宏
︵
経
済
学
部
准
教
授
︶他
共
著

定
価
（
本
体
二
二
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

植
物
、
動
物
の
生
態
系
か
ら
林
業
、
里
山
、
災
害
ま
で
森

林
学
を
一
望
。
樹
木
や
菌
・
動
物
と
の
相
互
作
用
、
生

態
系
と
し
て
の
森
林
、
林
業
・
工
芸
品
・
里
山
で
の
管
理
・

利
用
面
、
獣
害
・
害
虫
・
気
候
変
動
の
影
響
な
ど
を
紹
介
。

丸善出版

フ
ォ
ー
カ
ス
憲
法
事
例
か
ら
学
ぶ
憲
法
基
盤

加
藤
一
彦
・
阪
口
正
二
郎
・
只
野
雅
人
編
著
／
館
田
晶
子︵
法
学
部
教
授
︶他
共
著

定
価
（
本
体
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

憲
法
を
学
び
更
に
深
め
た
い
人
の
た
め
の
憲
法
学
。
45

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
各
論
点
を
明
確
に
し
、
憲
法
の

基
盤
を
探
る
。
社
会
の
問
題
と
憲
法
学
と
の
つ
な
が
り
、

学
説
・
判
例
に
つ
い
て
も
詳
し
く
論
述
し
た
テ
キ
ス
ト
。

北樹出版

民
法
改
正
と
不
法
行
為

大
塚  

直
編
／
谷
本
陽
一
（
法
学
部
教
授
︶他
共
著

定
価
（
本
体
一
、八
〇
〇
円
＋
税
）

二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
改
正
民
法
で
は
時

効
制
度
や
中
間
利
息
の
控
除
な
ど
、
不
法
行
為
に
関
連

す
る
改
正
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
改
正
の
判
例
理
論
・
学
説
、

実
務
へ
の
影
響
を
解
明
す
る
。

岩波書店

キ
リ
ス
ト
教
信
仰

キ
リ
ス
ト
教

古
典
叢
書

Ｆ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
著
／
安
酸
敏
眞︵
学
長
︶訳

定
価
（
本
体
一
五
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

「
近
代
神
学
の
父
」「
実
践
神
学
の
創
始
者
」
と
称
さ
れ

る
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
主
著
。
19
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
神
学
の
礎
石
と
な
っ
た
不
朽
の
名
著
が
、
刊
行
か
ら

二
〇
〇
年
を
経
て
初
の
日
本
語
全
訳
で
蘇
る
。

教文館

新
・
公
共
経
営
論
事
例
か
ら
学
ぶ
市
民
社
会
の
カ
タ
チ

定
価
（
本
体
二
、八
〇
〇
円
＋
税
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
制
定
か
ら
20
有
余
年
、
そ
の
間
の
公
共
経
営

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
イ

ン
パ
ク
ト
投
資
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
と
と
も
に
変
遷

し
て
い
く
公
共
の
カ
タ
チ
を
提
示
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
の
隠
れ
た
水
脈

安
酸
敏
眞︵
学
長
︶著

定
価
（
本
体
三
、六
〇
〇
円
＋
税
）

無
名
の
思
想
家
に
光
を
あ
て
、
知
ら
れ
ざ
る
思
想
上
の
貢

献
を
紹
介
し
、
思
想
史
上
の
新
た
な
意
味
を
掘
り
起
こ

す
。
著
者
の
広
範
な
関
心
と
独
自
の
知
見
が
、
読
者
を

キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
新
た
な
魅
力
に
誘
う
注
目
の
一
書
。

ミネルヴァ書房知泉書館

樽
見
弘
紀︵
法
学
部
教
授
︶・
服
部
篤
子
編
著

ネ
ッ
ト
文
化
資
源
の
読
み
方
・
作
り
方

岡
田
一
祐︵
人
文
学
部
講
師
︶著

定
価
（
本
体
二
、四
〇
〇
円
＋
税
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
お
い
て
、
文
化
資
源
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
作
り
上
げ
る
営
み
に
つ

い
て
、
多
く
の
事
例
か
ら
縦
横
無
尽
に
論
じ
る
。
資
料

の
公
開
や
そ
の
方
法
論
な
ど
、
入
門
と
し
て
必
読
の
書
。

文学通信

図
書
館
・
自
治
体
・

研
究
者
必
携
ガ
イ
ド

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
令
和
２
年
度
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
授
業
や
就
職
活
動
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
今
ま
で
に
な

い
対
応
に
追
わ
れ
た
一
年
だ
っ
た
。
こ
の
春
、
新
た
な
旅
立
ち
を
迎
え

る
卒
業
生
へ
、
安
酸
敏
眞
学
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
た
。

卒
業
生
へ
の

卒
業
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

令
和
２
年
度

安
酸
敏
眞

学
長

や
す

か
た

と
し
ま
さ

Ｄ
Ｊ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

ａ
.ｋ
.ａ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

各
専
門
分
野
の
視
点
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
を
論
じ
る

２
面

退
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

３
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑯
工
学
部
植
松
武
是
教
授

４
面

研
究
室
を
訪
ね
て
②
人
文
学
部
渡
部
あ
さ
み
准
教
授
５
面

学
園
人
脈
記
第
15
回                            

神
林
環
氏
６
面

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
海
外
研
修
で
異
文
化
体
験
７
面

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
就
職
活
動
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
８
面
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こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
防

止
と
、
経
済
活
動
の
両
立
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
特
に
、
対
面
接
客
を
基
本

と
す
る
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
関
連
や
外

食
産
業
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
年

末
・
年
始
等
、
人
の
動
き
が
活
発
に

な
る
時
期
の
需
要
も
大
き
く
失
わ
れ

た
。
２
０
２
０
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
上
回
る
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ

れ
、
有
効
求
人
倍
率
も
１
を
割
り
込

む
な
ど
低
迷
が
続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
居
酒
屋
経
営
業
者
の
多
数

倒
産
な
ど
、
特
定
の
業
種
で
の
デ

フ
ォ
ル
ト
（
債
務
不
履
行
）
は
目
立

つ
が
、
経
済
全
体
と
し
て
は
、
持
続

化
給
付
金
・
雇
用
調
整
助
成
金
、
潤

沢
な
公
的
資
金
に
よ
る
実
質
無
利

子
・
無
担
保
融
資
制
度
が
浸
透
し
、

さ
し
あ
た
っ
て
の
デ
フ
ォ
ル
ト
急
増

は
回
避
さ
れ
て
い
る
。北
海
道
で
も
、

２
０
２
０
年
の
倒
産
件
数
や
負
債
総

額
が
、
前
年
比
で
著
し
く
減
少
し

た
。
安
全
網
の
大
胆
な
拡
充
が
、
こ

こ
ま
で
一
定
の
歯
止
め
に
な
っ
て
き

た
が
、
い
わ
ば
「
カ
ン
フ
ル
剤
」
に

よ
る
救
済
措
置
で
あ
り
、
潜

在
的
リ
ス
ク
と
も
い
え
る
。

　

今
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活

様
式
が
コ
ロ
ナ
前
に
そ
の
ま

ま
戻
る
と
は
考
え
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
、
中
期
的
に
は
、

新
し
い
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た

産
業
構
造
に
シ
フ
ト
し
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

非
接
触
型
経
済
に
対
応
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
生
か
し

た
産
業
分
野
に
期
待
が
集
ま

る
が
、「
気
候
危
機
」
が
顕
在

化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、「
脱
炭
素
」
経
済
を
け

ん
引
す
る
産
業
へ
の
シ
フ
ト

が
重
要
で
あ
る
。
実
際
、
各

国
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
目
標
を

強
化
す
る
動
き
が
あ
り
、
日

本
で
も
、「
グ
リ
ー
ン
分
野
研

究
支
援
」
と
し
て
２
兆
円
の

基
金
を
創
設
し
、
成
長
分
野
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
を
契

機
と
し
て
、
本
格
的
な
カ
ー
ボ
ン
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
（
炭
素
排
出
量
に
応
じ

た
課
税
等
）も
導
入
す
べ
き
だ
ろ
う
。

「
脱
成
長
」
へ
の
シ
フ
ト
が
、
こ
の

問
題
の
対
応
へ
の
本
丸
で
あ
る
こ
と

も
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、「
格
差
社
会
」
の

ひ
ず
み
を
拡
大
さ
せ
た
。
雇

用
の
「
調
整
弁
」
と
さ
れ
た

非
正
規
職
員
・
従
業
員
が
コ

ロ
ナ
禍
で
大
幅
に
減
少
す
る

な
ど
、
社
会
的
立
場
が
も
と

も
と
弱
い
層
が
「
生
活
危
機
」

の
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
一
方

で
、
巨
額
の
財
政
支
出
と
金

融
緩
和
を
テ
コ
に
、
株
高
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
、
年
収

が
低
い
世
帯
の
パ
ソ
コ
ン
所

持
率
が
著
し
く
低
い
こ
と
が

「
教
育
格
差
」
を
生
み
、
格
差

の
更
な
る
固
定
化
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
当
面
は
、
住
居

確
保
給
付
金
等
の
生
活
困
窮

者
へ
の
安
全
網
の
維
持
・
拡

充
が
求
め
ら
れ
る
が
、
中
期

的
に
は
、
金
融
資
産
や
高
額

所
得
へ
の
課
税
強
化
や
、
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
デ
ジ

タ
ル
課
税
な
ど
公
正
な
課
税
ル
ー
ル

の
確
立
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。

︻
専
門
:
経
済
政
策
論
、環
境
政
策
論
︼

　

い
わ
ゆ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
・

シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
る
経
済
活
動
の
世
界

的
な
停
滞
は
、
か
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

中
小
・
零
細
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
大
多
数

を
占
め
る
道
内
企
業
は
、
景
気
の
変
動

を
直
に
受
け
て
、
２
０
２
０
年
の
倒
産

件
数
、
負
債
総
額
と
も
に

大
幅
に
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
倒
産
件
数
は

１
７
５
件
、
負
債
総
額
は
約
２
４
３
億

円
と
、
い
ず
れ
も
過
去
最
少
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
行
政
・

地
方
自
治
体
、
金
融
機
関
に
よ
る
資
金

繰
り
支
援
が
、
多
く
の
企
業
を
下
支
え

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、

「
ゾ
ン
ビ
」
企
業
を
増
殖
さ
せ
た
か
も
知

れ
な
い
。
更
に
い
え
ば
、
２
０
０
８
年

９
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り

道
内
の
実
質
経
済
成
長
率
マ
イ
ナ
ス
３
・

５
％
と
な
っ
た
翌
年
の
道
内
企
業
倒
産

は
５
５
５
件
。
２
０
２
０
年
の
道
内
の

実
質
経
済
成
長
率
が
過
去
最
低
と
な
る

マ
イ
ナ
ス
５
~
６
％
と
試
算
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
今
後
の
道

内
企
業
に
未
曾
有
の
事
態
が
襲
い
か
か

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
方
、
世
界
の
市
場
で
は
「
狂
騒
の

20
年
代
（Roaring Twenties

）」
の

再
来
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
１
９
２
０

年
代
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
ス
ペ
イ

ン
風
邪
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）
を
経
て
、
自
動
車
を
は
じ
め

と
し
た
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
支

え
ら
れ
て
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
よ

る
繁
栄
を
謳
歌
し
つ
つ
、
人
々
の
日
常

生
活
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代
で
あ
っ

た
。
２
０
２
０
年
代
は
、
バ
イ
オ
や
ｌ

ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
技
術
な
ど
に
加
え
、
Ｅ
Ｃ

（
電
子
商
取
引
）
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
分
野

に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
潮
流
と

な
っ
て
、
我
々
の
生
活
を
大
き
く
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
１
９
２
０
年
代
の

末
路
と
同
じ
道
を
人
類
が
辿
ら
な
い
た

め
に
、
各
企
業
は
、「
利
益
を
生
み
な
が

ら
、
人
々
に
対
し
て
問
題
解
決
を
提
供

す
る
」
と
い
う
、
最
も
基
本
的
で
本
質

的
な
「
存
在
理
由
（raison d'être

）」

を
再
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
で
、
日
本
の
企
業
社
会
に
大

き
な
変
化
の
可
能
性
が
芽
生
え
て
い
る
。

「
新
常
態
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）」
と
い

う
標
語
の
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
固
定
観

念
や
無
意
味
な
故
習
を
疑
問
視
す
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
い
っ
た
議
論
の
中
で
、
目
標

や
理
想
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
人
間
性

豊
か
な
働
き
方
、
生
き
方
に
関
す
る
幾

つ
か
の
提
案
さ
え
も
、
い
と
も
た
や
す

く
常
態
化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
先
日
ま
で
の
常
態
で
あ
っ

た
、
同
じ
時
間
帯
に
満
員
電
車
で
通
勤

し
、
オ
フ
ィ
ス
に
集
ま
っ

て
会
議
を
重
ね
、
遅
く
ま

で
残
業
す
る
、そ
ん
な「
当

た
り
前
」
の
末
に
過
労
死
、
過
労
自
殺

へ
と
至
る
社
会
に
持
続
可
能
性
は
な
い
。

　

我
々
は
不
可
逆
的
な
変
化
の
只
中
に

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
も
ウ
イ

ル
ス
の
脅
威
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
の
だ
か
ら
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
な

の
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
12
月
以
前
の
状

態
に
は
二
度
と
戻
ら
な
い
こ
と
を
覚
悟

し
て
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
新
時
代
に
向

け
た
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

︻
専
門
:
企
業
論
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
︼

コロナ禍と新しい経済の姿

各専門分野の視点から
コロナ禍を論じる

ポ
ス
ト
・コ
ロ
ナ
世
界
の
可
能
性

　

も
う
何
年
も
前
、
当
時
北
大
に
い
た

私
は
新
し
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
詳
細
は
省
く
が
、

と
て
も
ス
マ
ー
ト
で
エ
レ
ガ
ン
ト
（
！
）

な
、
画
期
的

な
ワ
ク
チ
ン

で
あ
っ
た
。

効
果
は
歴
然
、
発
表
し
た
論
文
は
表
紙

を
飾
り
特
許
も
取
得
し
た
。
新
薬
開
発

に
は
10
年
以
上
の
期
間
と
、
と
き
に
は

数
千
億
円
も
の
費
用
を
要
す
る
。
実
用

化
に
至
る
の
は
実
に
２
万
候
補
中
一
つ

と
も
い
わ
れ
、
大
半
は
研
究
半
ば
で
消

え
て
い
く
。
私
の
"
画
期
的
な
"
ワ
ク

チ
ン
も
例
外
で
は
な
く
実
用
化
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
用

い
た
新
し
い
モ
ダ
リ
テ
ィ
（
仕
様
）
の

ワ
ク
チ
ン
実
用
化
は
世
界
的
に
も
例
が

な
く
、
期
待
先
行
の
夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
で
あ

る
。ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
型
ワ
ク
チ
ン
。ビ
オ
ン
テ
ッ

ク
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
モ

デ
ル
ナ
が
開
発
、
１
年
足
ら
ず
の
間
に
承

認
を
得
た
の
は
ご
存
じ
の
通
り
。
両
社
は

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し
た
医
薬
品
開

発
が
主
軸
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
、
今

回
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
お
い
て
即
応
で
き

る
基
礎
デ
ー
タ
の
集
積
と
巨
額
の
資
金
調

達
、
そ
し
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
「
神

風
」
が
短
期
間
の
開
発
を
現
実
に
し
た
。

興
味
深
い
の
は
、
大
手
製
薬
会
社
が
見
向

き
も
し
な
か
っ
た
無
名
の
科
学
者
の
発
見

に
彼
ら
は
い
ち
早
く
目
を
付
け
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　

カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

出
身
の
生
化
学
者
で
、
現
ビ
オ
ン
テ
ッ

ク
副
社
長
で
あ
る
。
１
９
５
５
年
、
肉

屋
を
営
む
父
親
の
元
に
生
ま
れ
、
育
っ

た
こ
と
が
生
物
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ

か
け
だ
と
い
う
。
85
年
に
夫
と
娘
（
後

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
を

伴
い
渡
米
、
テ
ン
プ
ル
大
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
で
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
臨
床
応
用
に

関
す
る
研
究
を
始
め
た
。
そ
の
後
研

究
費
が
ま
っ
た
く
当
た
ら
な
く
な
り

95
年
に
は
大
学
が
彼
女
を
降
格
、
そ

れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
辛
酸
の
研
究
生

活
を
続
け
た
と
い
う
。
学
内
で
免
疫

学
者
の
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ス
マ
ン
に

出
合
っ
た
こ
と
が
転
機
と
な
っ
た
。

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
細
胞
の
中
で
タ
ン
パ
ク

合
成
の
仕
様
書
と
し
て
は
た
ら
く
。

カ
リ
コ
ら
が
目
指
し
て
い
た
の
は
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
直
接
体
に
投
与
し
、
治
療

や
ワ
ク
チ
ン
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
を

細
胞
に
作
ら
せ
る
こ
と
だ
。
問
題
は
、

体
の
免
疫
系
が
、
投
与
さ
れ
た
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
を
異
物
と
認
識
し
排
除
す
る
こ

と
。
カ
リ
コ
ら
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
構
造
を

わ
ず
か
に
細
工
す
る
と
免
疫
に
よ
る
認

識
が
回
避
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
細
胞
が

仕
様
書
通
り
の
タ
ン
パ
ク
を
作
る
こ
と

を
見
い
だ
し
た
。
成
果
を
ま
と
め
た
論

文
は
、
し
か
し
、
誰
の
眼
に
も
止
ま
ら

な
か
っ
た
。
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
や
モ
デ
ル

ナ
の
創
業
者
た
ち
を
除
い
て
は
。

カ
リ
コ
を
始
め
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
に

ま
つ
わ
る
記
述
や
書
籍
も
出
回
る
に
違
い

な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
科
学
に
加
え
、
認
可

へ
の
過
程
を
知
る
こ
と
も
興
味
深
い
と

思
う
。
一
般
層
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
は
ま
だ
少
し
の
猶
予
が
あ

り
そ
う
だ
。
書
籍
に
触
れ
、
免

疫
や
ワ
ク
チ
ン
を
理
解
し
、
ま

た
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
、

と
も
思
う
。
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

医
学
生
理
学
賞
候
補
に
早
く
も

カ
リ
コ
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い

る
。
も
し
仮
に
、
彼
女
の
父
親

が
肉
屋
で
な
か
っ
た
ら
、
娘
の

金
メ
ダ
ル
は
と
も
か
く
、
い
ま

わ
れ
わ
れ
の
元
に
こ
の
ワ
ク
チ

ン
は
届
い
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

︻
専
門
:
生
化
学
、
分
子
生
物
学
、

分
子
免
疫
学
︼

参
考

The Guardian on line/Covid vaccine 
technology pioneer: 'I never doubted 
it would work’
BioNtech on line/COVID-19

も
し
カ
リ
コ
の
お
父
さ
ん
が
八
百
屋
だ
っ
た
ら

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
犯
罪
動
向

で
特
筆
す
べ
き
点
は
い
く
つ
か
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
以
下
２
点
を
挙

げ
よ
う
。

　

第
１
は
、
犯
罪
が
減
少
し
た
点

で
あ
る
。
警
察
庁
犯
罪
統
計
資
料

に
よ
れ
ば
、
令
和
２
年
１
~
11
月

の
全
刑
法
犯
認
知
件
数
は
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
17
・
７
％
で
あ
っ
た
。

と
く
に
窃
盗
は
同
マ
イ
ナ
ス
21
・

３
％
で
、
外
出
自
粛
に
よ
り
自
宅

に
い
る
時
間
が
増
え
、
空
き
巣
や
、

外
出
先
で
の
窃
盗
被
害
に
遭
う
機

会
が
減
少
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
一
方
、
薬
物
四
法
す
な
わ
ち

麻
薬
取
締
法
、
あ
へ
ん
法
、
大
麻
取
締
法
、

覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
は
い
ず
れ
も
検
挙

件
数
が
増
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ

ス
を
薬
物
で
発
散
し
た
事
案
が
多
か
っ
た

と
見
て
取
れ
る
。

　

第
２
は
、YouTuber

の
犯
罪
が
注
目

を
集
め
た
点
で
あ
る
。
外
出
自
粛
に
よ
り

自
宅
でYouTube

を
は
じ
め
と
す
る
動

画
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
者
が
増
え
、

YouTuber

の
社
会
的
認
知
度
は
上
昇
し

た
。YouTuber

の
収
入
は
動
画
再
生
回

数
に
よ
る
た
め
、
注
目
を
集
め
よ
う
と
過

激
な
動
画
を
配
信
す
る
者
は
従
来
か
ら
い

た
が
、
令
和
２
年
は
窃
盗
、
落
書

き
、
業
務
妨
害
等
を
行
っ
て
動

画
配
信
す
る
迷
惑
系YouTuber

（
多
く
は
迷
惑
ど
こ
ろ
か
犯
罪
だ

が
）
が
社
会
問
題
と
な
り
、
マ
ス

ク
を
着
用
せ
ず
動
画
撮
影
し
て
他

人
を
コ
ロ
ナ
感
染
さ
せ
る
者
ま
で

現
れ
た
。
一
方
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
休
校
で
学
習
機
会
を
失
っ
た
子

供
た
ち
の
た
め
、
学
校
の
授
業
内

容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
り

科
学
実
験
を
す
る
教
育
系
・
実
験

系YouTuber

の
社
会
的
有
益

性
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ

た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
動
画
も
法

に
触
れ
る
危
険
は
あ
る
。
私
は
あ
る
実
験

系YouTuber

の
法
律
監
修
を
し
て
い
る

が
、
例
え
ば
以
下
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

質
問
:
圧
縮
空
気
で
弾
を
筒
か
ら
高
速
で

射
出
す
る
実
験
は
許
さ
れ
る
か
？

回
答
:
銃
刀
法
上
の
空
気
銃
に
該
当
す
る

の
で
Ｎ
Ｇ

実
験
:
真
空
に
し
た
筒
内
か
ら
弾
を
吸
い

出
す
真
空
砲
に
改
め
た
。

質
問
:
ア
ル
ミ
で
刃
渡
り
15
㎝
以
上
の
刃

の
つ
い
た
刀
の
製
作
は
許
さ
れ
る
か
？

回
答
:
鋼
材
程
度
の
硬
度
、
強
度
の
刀
は

銃
刀
法
で
所
持
が
規
制
さ
れ
る
が
、
ア
ル

ミ
は
Ｏ
Ｋ

実
験
:
ア
ル
ミ
刀
で
ト
マ
ト
を
切
っ
た
ら

刃
が
欠
け
た
。

質
問
:
１
万
円
札
を
濃
硫
酸
に
漬
け
損
壊

す
る
実
験
は
許
さ
れ
る
か
？

回
答
:
硬
貨
を
損
傷
さ
せ
る
行
為
は
貨
幣

損
傷
等
取
締
法
で
規
制
さ
れ
る
が
、
紙
幣

は
Ｏ
Ｋ

実
験
:
紙
は
無
事
で
イ
ン
ク
の
み
流
れ
た
。

再
生
回
数
２
５
１
万
回
以
上
（
２
月
22
日

現
在
）。

コ
ロ
ナ
禍
でYouTuber

の
存
在
意
義

は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の

よ
う
な
動
画
を
配
信
す
る
に
せ
よ
、
法
的
な

も
の
の
見
方
・
考
え
方
す
な
わ
ち
リ
ー
ガ
ル
・

マ
イ
ン
ド
は
常
に
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

︻
専
門
:
刑
事
法
︼

コロナ禍での犯罪、
そしてYouTuber

　

日
本
近
代
史
に
学
ん
で
い
る
と
、
折
に

ふ
れ
、
平
凡
に
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ
、

尊
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
最

愛
の
人
さ
え
看
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
現

状
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
戦
争
の
時
代
を
想
起

さ
せ
ま
す
。

　
「
断
乎
と
し
て
俺
は
こ
の
日
記
を
つ
け

よ
う
と
思
ふ
」。
こ
の
決
意
は
、
学
徒
出

陣
で
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
た
林
尹
夫
が

１
９
４
４
年
12
月
25
日
に
記
し
た
も
の

で
す
（『
戦
没
学
徒
林
尹
夫
日
記
︹
完
全

版
︺』）。
敗
戦
の
年
の
２
月
７
日
に
は
、「
俺

は
よ
し
殴
ら
れ
蹴
と
ば
さ
れ
る
事
が
あ
つ

て
も
精
神
の
王
国
だ
け
は
放
す
ま
い
」
と

も
記
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
精
神

の
王
国
」
と
は
、
三
高
・
京
都
帝
大
時
代

に
お
け
る
厖
大
な
読
書
量
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
も
の
で
し
た
。
林
は
西
洋
史
を
専
攻

し
て
生
涯
を
学
問
に
捧
げ
る
志
を
立
て
て

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
林
は
、
日
記
を
書
き
続
け
る

こ
と
で
自
ら
に
犠
牲
を
強
い
る
国
家
を
相

対
化
し
、
日
本
人
の
道
徳
的
頽
廃
を
暴
い

て
い
き
ま
す
。
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
日

記
を
評
し
た
藤
原
智
美
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
、
こ
こ
に
書
き
言
葉
の
「
神
髄
」
が
あ

り
ま
す
。「
書
く
こ
と
は
思
考
で
あ
り
、
そ

の
思
考
を
深
め
る
こ
と
、
継
続
す
る
こ
と

で
、
生
き
の
び
る
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
」
か
ら
で
す
（『
ネ
ッ
ト
で
「
つ
な
が
る
」

こ
と
の
耐
え
ら
れ
な
い
軽
さ
』）。
日
記
は
、

団
体
生
活
が
基
本
の
軍
隊
に
あ
っ
て
、
林

に
「
つ
な
が
ら
な
い
」
つ
か
の
間
の
自
由

を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
林
は
、
決
し
て
自
己
犠
牲
を
拒

ん
で
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
記
を
書
き
継
が
な
い
で
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
。そ
の
理
由
は
、「martyre

︹
殉
教
︺乃
至
犠
牲
は
、自
覚
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
で
な
さ
れ
る
べ
き
だ
。
自
己
喪
失
の

極
限
が
犠
牲
た
る
こ
と
に
、
な
ん
の
意
味

が
あ
ら
う
か
」（
１
月
３
日
）
と
考
え
て
い

た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え

に
「passion

を
殺
し
、machine

の
一

歯
車
に
変
ず
る
」（
１
月
22
日
）
軍
隊
に

抗
し
、
日
記
を
介
し
て
自
己
内
対
話
を
続

け
る
こ
と
で
、
最
後
の
一
瞬
ま
で
己
で
あ

ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

幸
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
ま
だ
し

も
将
来
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
学
生
諸

氏
に
は
、
こ
の
機
会
に
読
書
に
よ
っ
て
知

識
を
深
め
、
思
考
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
自

ら
を
支
え
る
「
精
神
の
王
国
」
を
培
っ
て

ほ
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
知
識
と
は
、

か
つ
て
西
洋
史
家
上
原
専
禄
が
教
え
子
に

説
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
が

変
わ
ら
な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

変
わ
る
と
は
生
き
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
で
す
（
阿
部
謹
也
『
自
分
の
な
か
に
歴

史
を
よ
む
』）。

　

現
在
は
、
過
去
の
積
み
重
ね
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
あ
る
べ
き
未
来
へ
の
期
待

に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
す
。
い
ま
こ
そ
、

明
日
を
い
か
に
生
き
る
か
、
生
き
る
と
は

何
か
を
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

︻
専
門
:
歴
史
学
（
日
本
近
代
史
）︼

生
き
の
び
る
力

論

①ワクチンが樹状細胞へ侵入
② mRNAの放出
③スパイクタンパクの合成
④スパイクをヘルパーTへ提示

mRNAワクチン

樹状細胞

細胞障害性
T細胞

メモリー
B細胞

B細胞
ヘルパーT細胞

Tおよび B-細
胞の活性化

抗体はスパイクタ
ンパクに結合し、
ウイルスが広が
るのを防ぐ

B 細胞の一部は免
疫が記憶された（メ
モリー）状態で体
内に残り、ウイルス
侵入時には即応し
て抗体を分泌する

図脚注：日本政府が手配したファイザー／ビオンテックワクチンのはたらき：ワクチ
ンの本体はウイルススパイクタンパク（表面のとげ）の mRNA= 仕様書。ワクチン
は樹状細胞（免疫細胞）に取り込まれ、細胞内で翻訳されて”とげ ”が合成される。
この細胞は、ウイルスの見分け方、攻撃の仕方について他の免疫細胞たちを教育、
ウイルス感染防御の準備をさせる。BioNtech on line/COVID-19 より一部改変

工学部教授

小
こ

山
やま

芳
よしかず

一

人文学部教授

郡
ぐん

司
し

 　淳
じゅん

経済学部教授

浅
あさづま

妻　 裕
ゆたか

法学部教授

神
かんもと

元 隆
たかよし

賢

経営学部教授

石
いしじま

嶋 芳
よしおみ

臣



2021年（令和3年）3月15日 第125号（3）

　

教
育
振
興
会
で
は
、
昨
年
度

に
つ
づ
き
今
年
度
も
多
く
の
皆

様
か
ら
、
留
学
生
へ
の
支
援
を

目
的
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
在
籍
す
る
留
学

生
か
ら
５
名
を
厳
正
に
選
考
し
、

令
和
２
年
12
月
18
日
に
学
長（
教

育
振
興
会
会
長
）
よ
り
１
人
当

た
り
10
万
円
の
奨
学
金
（
奨
学

金
Ｃ
）
を
支
給
し
ま
し
た
。

■
　

■
　

■

▼
奨
学
金
受
給
者

経
済
学
部
経
済
学
科
３
年
李リ

浩コ
ウ

銘メ
イ

さ
ん
／
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
３

年
林リ

ン

浩コ
ウ

陽ヨ
ウ

さ
ん
／
人
文
学
部
日
本
文

化
学
科
１
年
彭ホ

ウ

天テ
ン

祥シ
ョ
ウさ

ん
／
人
文

学
部
日
本
文
化
学
科
１
年
Ｐボ

ウ

ａ
ｎ
ｇ

Ｚジ

ゲ

ン

ｉ
ｙ
ａ
ｎ
さ
ん
／
工
学
部
生
命
工
学

科
４
年
郭グ

オ

宗ゾ
ン

明ミ
ン

さ
ん

  

教
育
振
興
会

　

本
学
が
永
年
に
わ
た
り
自
衛

官
の
募
集
や
就
職
援
護
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
昨
年
12
月
16
日
、

学
長
応
接
室
に
お
い
て
、
宮
﨑

章
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

防
衛
大
臣
よ
り
感
謝
状左から宮﨑章自衛隊札幌地方協力本部

長と安酸学長

永
年
勤
続
・
北
海
商
科
大
学

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
佐
藤
博
樹
、
ス
ー　

リ
ン
、
柳
川
博

▼
20
年
勤
続
︹
職
員
︺
宿
村
元
邦

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
相
浦
宣
徳
、
李
烔

直
、
竹
野
学
、
ニ
ー
ル
セ
ン
ブ
ラ
イ
ア

ン
永
年
勤
続
・
北
海
高
等
学
校

▼
20
年
勤
続
︹
教
員
︺
伊
藤
千
絵

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
佐
々
木
誠
大
、
土

井
伸
也

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

▼
40
年
勤
続
︹
教
員
︺
田
中
亨

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
関
本
英
基
、
渡
邉

健
一

▼
20
年
勤
続
︹
教
員
︺
小
林
真
史
、︹
職

員
︺
紅
谷
奈
保

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
河
野
真
梨
恵
、
野

村
喜
行

永
年
勤
続
・
法
人
事
務
局

▼
30
年
勤
続
︹
職
員
︺
大
橋
孝
行

▼
10
年
勤
続
︹
職
員
︺
中
野
勝
栄
、
田

村
典
子

今
年
表
彰
さ
れ
た
永
年
勤
続
者

は
次
の
と
お
り
。

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
大
学

▼
40
年
勤
続
︹
教
員
︺
佐
藤
克
廣
（
法
）

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
大
西
真
一
（
工
）、

嵯
峨
浩
（
工
）、︹
職
員
︺
河
村
洋
行
（
経

済
）、
田
中
由
紀
（
人
）

▼
20
年
勤
続
︹
教
員
︺
草
間
秀
樹
（
法
）、

︹
職
員
︺
芝
山
泰
淳
（
開
発
）、
山
内
雅

仁
（
庶
務
）、
條
野
園
子
（
工
）

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
野
口
剛
（
経
済
）、

宮
本
章
史
（
経
済
）、大
石
雅
也
（
経
営
）、

内
藤
永
（
経
営
）、
淺
野
高
宏
（
法
）、

神
元
隆
賢
（
法
）、
後
藤
聡
（
法
）、
佐

藤
貴
史
（
人
）、
柴
田
崇
（
人
）、
田
中

洋
也（
人
）、ブ
シ
ャ
ー
ジ
ェ
レ
ミ（
人
）、

熊
坂
亮
（
工
）、︹
職
員
︺
沖
山
翠
（
学

生
）、
大
谷
浩
輔
（
経
営
）、
熊
谷
龍
（
庶

務
）、鈴
木
璃
恵
（
工
）、渡
邊
任
（
入
試
）、

土
谷
有
子
（
開
発
）

永
年
勤
続
者

　

本
学
元
工
学
部
准
教
授
の
切き

り

替か
え

英ひ
で

雄お

先
生
（
68
歳
）
が
令
和
３
年

１
月
２
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

︽
ご
経
歴
︾
昭
和
58
年
文
学
修
士

（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
63
年
北
海

道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語

学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学
、
昭
和
63
年
北
海
道
大
学
助

手
（
文
学
部
言
語
学
講
座
）、
平

成
元
年
鳥
取
大
学
助
教
授
（
教
養

部
日
本
語
・
日
本
事
情
）、
平
成

４
年
本
学
工
学
部
准
教
授
（
ア
イ

ヌ
の
言
語
と
文
化
な
ど
担
当
）、

平
成
30
年
３
月
退
職

　

１
９
９
９
年
４
月
か
ら
22

年
間
の
勤
務
で
し
た
が
、
こ
の

た
び
早
期
停
年
退
職
を
お
認
め

い
た
だ
き
、
本
学
で
の
フ
ル
タ

イ
ム
の
教
育
・
研
究
は
こ
れ
を

区
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
後
は
、「
教
育
」
面
で

は
博
士
課
程
の
学
生
さ
ん
の
論

文
指
導
に
限
り
、
引
き
続
き
非

常
勤
と
し
て
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。
ま
た
、
自
身
の
「
研
究
」

は
い
っ
た
ん
小
休
止
と
し
、
義

父
（
故
人
）
が
60
年
前
に
東

京
で
創
業
し
た
小
さ
な
会
社
の

経
営
に
精
進
の
予
定
。
今
後
は

30
年
来
の
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
研
究
者
と
し
て
、
営
利
組

織
（
企
業
）
の
新
た
な
可
能
性

や
社
会
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
走
り

な
が
ら
向
き
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
道
内
最
大
級
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
リ
ブ
ン
組
織

と
し
て
の
本
学
の
さ
ら
な
る
進

化
か
ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

︻
略
歴
︼
平
成
3
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
公
共
経
営
大
学
院
修
士

課
程
修
了
（
行
政
学
修
士
）、

平
成
11
年
立
教
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成

11
年
本
学
法
学
部
講
師
、
平
成

12
年
助
教
授
、
平
成
17
年
教
授

（
公
共
政
策
論
な
ど
担
当
）、
大

学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
、
平
成
23
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
公
共
政
策
論
特
論
、

公
共
政
策
論
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
平
成
23
年
法
学
部
長
、
平

成
28
年
開
発
研
究
所
長
、
日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会
会
長
、
平
成
29
年

法
学
部
長
再
任

︻
主
な
著
書
・
論
文
︼
共
編
著
:

『
新
・
公
共
経
営
論
:
事
例
か

ら
学
ぶ
市
民
社
会
の
カ
タ
チ
』、

共
著
:『
戦
略
的
協
働
の
本
質
:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
政
府
、
企
業
の
価
値

創
造
』、『「
企
業
の
社
会
的
責

任
論
」
の
形
成
と
展
開
』

ミ
ッ
シ
ョ
ン
組
織
の

研
究
か
ら
実
践
へ 法学部教授

樽
たる

見
み

弘
ひろ

紀
のり

　

１
９
８
４
年
４
月
に
本
学
に

着
任
し
、
37
年
間
こ
の
学
園
で

過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

毎
年
新
し
く
入
学
し
て
き
た
学

生
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
こ
と

で
、
常
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
教

育
に
当
た
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
赴
任
当
初
は
、
よ
く
言
え

ば
活
発
な
、
悪
く
い
え
ば
、
乱

暴
な
学
生
が
少
な
か
ら
ず
居
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

学
生
に
つ
い
て
の
卒
業
し
て
か

ら
の
評
判
を
聞
く
と
、
学
園
の

卒
業
生
は
ガ
ッ
ツ
が
あ
っ
て
、

頑
張
り
屋
で
あ
る
と
い
う
評
価

を
、
よ
く
聞
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
私
が
入
試
部
長
、
学
部

長
の
と
き
に
は
、
教
職
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
無
け
れ
ば
業

務
を
遂
行
出
来
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
改
め
て

皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
本
学
の

今
後
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

︻
略
歴
︼
昭
和
55
年
北
海
道
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
工

学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
、
同
年
同
大
学
工
学
部

助
手
、昭
和
58
年
工
学
博
士
（
北

海
道
大
学
）、
昭
和
59
年
本
学

工
学
部
助
教
授
、
平
成
3
年
教

授
（
構
造
力
学
応
用
Ⅰ
・
演
習

な
ど
担
当
）、
平
成
5
年
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当

（
建
築
構
造
解
析
特
論
Ⅰ
な
ど

担
当
）、
平
成
22
年
入
試
部
長
、

平
成
27
年
工
学
部
長

︻
主
な
著
書
・
論
文
︼
共
著
:

『
よ
く
わ
か
る
有
限
要
素
構
造

解
析
入
門
』、
論
文
:
単
著
「
溶

接
時
の
熱
応
力
分
布
解
析
法
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
」、
論
文
:

共
著
「[
調
査
]
北
海
道
内
建

築
物
の
安
全
性
評
価
指
標
解
明

に
関
す
る
調
査
」、「
遺
伝
的
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
構
造
物
の

最
小
重
量
設
計
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」

本
学
を
去
る
に

あ
た
っ
て
一
言 工学部教授

真
ま

柄
がら

祥
しょう

吾
ご

　

本
学
で
勤
務
を
始
め
た
頃
、

北
海
道
で
は
過
疎
問
題
、
市
町

村
合
併
、
道
州
制
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
自
治
の
課
題
が
次
々
と
生
起

し
た
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
道

庁
の
こ
れ
ら
の
問
題
の
委
員
会

委
員
長
を
す
べ
て
引
き
う
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
道

内
各
地
で
の
研
究
・
調
査
、
講

演
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た

が
、
そ
の
成
果
を
講
義
に
活
用

し
た
。
事
例
を
用
い
て
具
体
的

な
政
策
決
定
過
程
や
自
治
体
政

策
を
講
義
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
２
０
１
９
年
に
『
転
機
に

た
つ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉
国

家
』、
２
０
２
０
年
に
『
ド
イ

ツ
地
方
財
政
調
整
制
度
の
歴
史

と
特
質
』
の
計
２
冊
の
単
著
を

出
版
し
た
が
、
こ
れ
も
講
義
に

活
用
し
た
。
大
学
の
教
育
と
研

究
は
結
び
つ
い
て
い
る
。
講
義

の
一
部
に
教
員
の
最
新
研
究
を

取
り
入
れ
る
べ
き
だ
し
、
そ
の

ほ
う
が
学
生
の
関
心
も
高
い
。

こ
れ
が
で
き
た
の
は
本
学
の
恵

ま
れ
た
研
究
・
教
育
条
件
の
お

か
げ
で
あ
る
。
感
謝
し
た
い
。

︻
略
歴
︼
昭
和
60
年
東
北
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学

専
攻
博
士
課
程
修
了
、
昭
和
63

年
経
済
学
博
士
（
東
北
大
学
）、

昭
和
61
年
札
幌
学
院
大
学
商
学

部
助
教
授
、
平
成
3
年
同
大
学

経
済
学
部
助
教
授
、
平
成
7
年

北
星
学
園
大
学
文
学
部
教
授
、

平
成
8
年
同
大
学
社
会
福
祉
学

部
教
授
、
平
成
12
年
本
学
法
学

部
教
授
（
地
方
財
政
論
な
ど
担

当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
地
方
財
政
論
特
論
、
地

方
財
政
論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）

︻
主
な
著
書
︼
単
著
:『
転
機
に

た
つ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉
国
家

︱
高
齢
者
福
祉
の
変
化
と
地
方

財
政
調
整
制
度
の
改
革
』、『
ド

イ
ツ
地
方
財
政
調
整
制
度
の
歴

史
と
特
質
︱
第
２
帝
政
期
、
ワ

イ
マ
ー
ル
期
、
ナ
チ
ス
期
の
邦

国
（
州
）
︱
市
町
村
間
に
お
け

る
展
開
』、『
介
護
・
医
療
の
施

策
と
財
源
︱
自
治
体
か
ら
の
再

構
築
』

本
学
で
の
21
年
間

│
恵
ま
れ
た
研
究
・

　
　
教
育
条
件
に
感
謝

法学部教授

横
よこ

山
やま

純
じゅん

一
いち

　

平
成
９
年
11
月
前
職
で
あ

る
北
海
道
拓
殖
銀
行
が
経
営
破

綻
。
こ
れ
を
契
機
に
転
職
を
考

え
本
学
に
平
成
10
年
４
月
入
職

し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

23
年
の
月
日
が
流
れ
、
３
月
に

退
職
を
迎
え
ま
す
。

　

今
、
思
う
こ
と
は
、「
転
職

先
が
母
校
で
あ
る
北
海
学
園
で

本
当
に
良
か
っ
た
」
こ
の
言
葉

に
尽
き
ま
す
。
23
年
前
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
い
た
私
を
皆

様
は
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
仕
事
を
通
し
多
く

の
学
生
、
教
員
、
職
員
と
接
す

る
機
会
を
持
て
た
こ
と
は
、
私

の
大
切
な
財
産
で
す
。
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
23
年
間
の

勤
務
は
、
出
口
（
就
職
）
と
入

口
（
入
試
）
そ
し
て
管
理
部
門

に
限
ら
れ
、
大
学
教
育
の
中
心

で
あ
る
学
部
事
務
の
経
験
が
無

い
中
、
何
と
か
退
職
ま
で
仕
事

を
全
う
で
き
た
の
は
、
職
場
の

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
か

ら
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
ま
だ
出
口
が
見
え
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
学
関
係

者
の
皆
様
、
健
康
に
十
分
留
意

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

︻
略
歴
︼
平
成
10
年
就
職
部
就

職
課
主
任
、
平
成
15
年
入
試

部
入
試
課
係
長
、
平
成
21
年

同
課
長
、
平
成
25
年
事
務
部

会
計
課
課
長
、
平
成
26
年
大

学
院
事
務
部
長
（
兼
）
学
長

秘
書
業
務
総
括
担
当
、
平
成

29
年
事
務
部
長

北
海
学
園
で

本
当
に
良
か
っ
た

　

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）

４
月
の
工
学
部
着
任
以
来
、
41

年
に
わ
た
る
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
教
員
生
活
も
、
こ
の
３
月

で
停
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
に
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
人
々
、
至
ら
ぬ

講
義
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
学

生
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

大
学
に
入
学
す
る
時
に
は

色
々
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
卒
業
時
に
は
、「
工
学
部

社
会
環
境
工
学
科
を
卒
業
し
て

良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
学
生
に

は
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。
卒
業
生
の
多
く
が
道
内

に
留
ま
り
、
道
内
の
土
木
技
術

を
支
え
て
い
ま
す
。
社
会
に
出

て
か
ら
の
卒
業
生
の
評
判
は
大

変
良
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
つ

く
づ
く
大
学
で
の
評
価
と
社
会

に
出
て
か
ら
の
評
価
は
別
物
で

あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

北
海
学
園
の
益
々
の
発
展
と
学

生
の
皆
様
の
活
躍
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

︻
略
歴
︼
昭
和
55
年
北
海
道
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
土
木
工
学
専
攻
単
位
取

得
退
学
、
昭
和
58
年
工
学
博
士

（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
49
年
北

見
工
業
大
学
開
発
工
学
科
助

手
、
昭
和
55
年
本
学
工
学
部
講

師
、
昭
和
58
年
助
教
授
、
平
成

２
年
教
授
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
工
学
な
ど
担
当
）、
平
成
3

年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
（
材
料
強
度
学
特
論
な

ど
担
当
）、
平
成
7
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
材
料
特
別
講
義
な
ど
担
当
）

︻
主
な
著
書
・
論
文
︼
論
文
:

共
著
「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
シ
ー
ト
長
及

び
Ｕ
字
補
強
が
Ｒ
Ｃ
は
り
の
曲

げ
補
強
効
果
に
及
ぼ
す
影
響
」、

「Experim
ental Study 

on Flexural Capacity of 
RC Beam

s Externally 
B

onded w
ith C

F
R

P 
Strand Sheets

」、「Study 
on Flexural Capacity of 
RC Beam

s Reinforced 
w

ith C
F

R
P

 S
heet, 

CFRP Plate and CFRP 
Strand Sheet

」

大
学
と
歩
ん
だ
41
年

工学部教授

高
たか

橋
はし

義
よし

裕
ひろ

事務部長

堀
ほり

内
うち

彰
あきら

　

１
９
８
１
年
に
体
育
科
目
の

担
当
者
と
し
北
海
学
園
大
学
旧

教
養
部
に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
大
学
設
置
基
準
の
大

綱
化
に
よ
り
体
育
科
目
は
必

修
か
ら
選
択
と
な
り
ま
し
た

が
、
幸
な
こ
と
に
ス
ポ
ー
ツ
系
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
系
で
よ
り
多
く

の
種
目
を
開
講
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
北
海
学
園
大

学
体
育
館
は
建
て
直
し
に
向
け

て
、
取
り
壊
し
が
始
ま
っ
て
い

る
は
ず
で
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
工
事
が
延
期
に
な
り
、

先
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。
新

体
育
館
の
完
成
時
期
や
規
模
は

再
検
討
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
の
在
学
中
に
新
体
育

館
で
授
業
を
受
け
、
課
外
活
動

も
実
施
可
能
に
な
る
こ
と
を
切

望
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
長
年
支
え
て
い
た
だ

い
た
教
職
員
、
学
生
の
皆
様
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︻
略
歴
︼
昭
和
51
年
東
京
教
育
大

学
体
育
学
部
健
康
教
育
学
科
卒

業
、
昭
和
52
年
北
海
学
園
北
見

大
学
助
手
、
昭
和
56
年
本
学
教

養
部
講
師
、
昭
和
62
年
助
教
授
、

平
成
9
年
教
授
、
平
成
10
年
法

学
部
教
授
（
体
育
実
技
Ⅰ
Ａ
な

ど
担
当
）、
平
成
10
年
学
生
部
長

︻
主
な
著
書
・
論
文
︼
共
著
:『
地

域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
・
生
涯
健
康
を
ね
が
っ

て
』、
論
文
:
共
著
「
高
齢
者

の
健
康
生
活
と
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
関
す
る
研
究
」、「
北

海
道
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
導
者
の
活
動
実
態
」

北
海
学
園
大
学
の
体
育

法学部教授

亀
かめ

井
い

伸
のぶ

照
あき

　本学では、現代の社会で必要とされる問題解決力を
「思考力」「姿勢・態度」「経験」の３つの視点から測定
するアセスメントテスト「GPS-Academic」を実施してい
ます。結果は個別に分析がなされ、受検後すぐに学生
にフィードバックされます。さらにフォローアップセミナー
などを通し、“これからの学生生活の過ごし方”や“今
の社会で必要とされる力を今後どのように磨いていく必
要があるか”などを共に考えていきます。受検方式は
PC を利用する CBT（Computer Based Testing）方式で、
学生は都合の良い日時・場所で受検することができます。
３月２６日（金）からは２年生の受検が開始になります。

アセスメントテスト GPS-Academic
による問題解決力測定

　

株
式
会
社
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「
大

学
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
調

査
２
０
２
０-

２
０
２
１
」

の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、

「
大
学
ブ
ラ
ン
ド
力
」
ラ
ン
キ

ン
グ
︻
東
日
本
編
（
北
海
道
）︼

に
お
い
て
、
本
学
が
７
年
連

続
で
道
内
私
大
第
１
位
の
評

価
を
受
け
た
。

　

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
る

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
主
要

大
学
計
４
５
９
校
の
「
大
学

ブ
ラ
ン
ド
力
」
算
出
を
目
的

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調

査
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

や
中
学
生
以
上
の
子
ど
も
が

い
る
父
母
、
教
育
関
連
従
事

者
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
。

順位 種別 大学名 大学ブランド総合
力（偏差値）

1 国立 北海道大学 77.8
2 国立 小樽商科大学 54.1
3 私立 北海学園大学 51.9
4 国立 北海道教育大学 51.8
5 国立 室蘭工業大学 49.8
6 私立 北星学園大学 47.5
7 国立 北見工業大学 46.3
8 私立 札幌学院大学 45.9
9 私立 北海道科学大学 45.3
10 私立 札幌大学 44.8

【北海道】大学ブランド総合力
ランキング（ビジネスパーソンベース）

　

去
る
１
月
16
日
、
17
日
の
２

日
間
、
今
回
か
ら
名
称
が
変
わ
り

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
な
っ

た
選
抜
試
験
が
、
本
学
も
会
場

の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
２
月
９
日
か
ら
12
日

ま
で
の
４
日
間
行
わ
れ
た
一
般

選
抜
試
験
も
含
め
た
合
格
発
表

が
、
２
月
25
日
（
木
）
午
前
10

令
和
3
年
度

入
試
状
況

経済

学部部

経営

経営 経　　営

経　　済 1,247

531
310

680

252
233
103
125
182
88

3,751

273
153
177

44
29
676
4,427

252

304
207

200

122

29

58
29

146
165
136
230
148
1,910

ー
ー
ー

1,968

479

220
154

310

106

28

622
35

115
75
58
95
59

1,671

156
110
293

2,293 1,265

121

182
124

120

84

21

38
17

104
113
98
168
113
1,227

ー
ー
ー

学科
合格者数

共通テスト
利用選抜一般選抜

※経済学部・法学部は学部単位の募集です。
※２部合格者数は第 2志望合格者含む。

　志願者数

地域経済

経済 経　　済
地域経済

経　　営
経営情報

法 法　　律
政　　治

人文

工

日本文化
英米文化

法 法　　律
政　　治

人文 日本文化
英米文化

社会環境工
建　　築
電子情報工
生 命 工

1部合計

2部合計
1･2 部合計

１
部

２
部

2021年度  一般選抜・
大学入学共通テスト利用選抜（Ⅱ期を除く）入試状況 （人）

一般選抜 共通テスト
利用選抜

時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
選

抜
試
験
の
志
願
、
合
格
状
況
は

表
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
選
抜
の
志
願
者
数
は
、
昨

年
と
比
較
し
て
１
部
（
昼
間
部
）

全
体
で
６
３
１
名
の
減
少
（
約

86
％
）、
２
部
（
夜
間
部
）
全

体
で
66
名
の
減
少
（
約
90
％
）。

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
I
期
は
、

１
部
が
４
０
４
名
の
減
少
（
約

83
％
）、
２
部
（
I
期
は
人
文
学

部
の
み
利
用
）
が
25
名
減
少
（
約

70
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
経
済
情
勢

も
、
志
願
者
減
少
の
大
き
な
要

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

退
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
教

職
員
を
対
象
と
し
た
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会
」（
本

学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・

対
策
委
員
会
主
催
）
が
、

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

を
図
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
る
。

　

映
像
配
信
期
間
は
、
12

月
15
日
か
ら
３
年
３
月
31

日
ま
で
。
講
師
は
、
弁
護

士
で
北
海
道
大
学
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
員
の
上
田
絵

理
氏
。

　

研
修
は
、
新
任
教
職
員

は
赴
任
の
年
度
に
、
そ
の

他
の
教
職
員
は
平
成
23
年

度
以
降
、
４
年
に
１
回
、

出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

令
和
２
年
度

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会

大学ブランド・イメージ調査  2020ー2021
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ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
率
い

た
米
国
の
４
年
間
が
終
わ
っ
た
。

　

選
挙
に
不
正
が
あ
っ
た
と
言

い
募
り
、
議
会
に
押
し
寄
せ
る

暴
徒
を
煽
っ
た
挙
句
に
新
大
統

領
の
就
任
式
に
も
欠
席
し
て
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
去
っ
た
そ
の

姿
は
、「
不
文
律
の

破
壊
」
を
重
ね
た

４
年
間
の
集
大
成

で
も
あ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
は
、
外
交
で
も
、

事
務
方
に
よ
る
事

前
の
調
整
を
軽
視
し
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
と
い
う
名
の
思
い
つ
き

で
世
界
を
振
り
回
し
た
。
内
政

で
も
、
自
ら
に
批
判
的
な
メ
デ
ィ

ア
を
会
見
か
ら
排
除
し
た
り
、

不
法
移
民
や
非
白
人
へ
の
過
激

な
発
言
を
繰
り
返
し
、
リ
ー
ダ
ー

が
当
然
備
え
る
も
の
と
さ
れ
て

き
た
暗
黙
の
良
識
は
木
端
微
塵

に
打
ち
砕
か
れ
た
。

し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
不
文

律
の
破
壊
は
、
既
存
の
政
治
を

否
定
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行

動
で
あ
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

定
義
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
し

ば
し
ば
大
衆
迎
合
主
義
と
理
解

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
だ
が
、
政
治
学
上
は
「
既

存
の
政
治
を
否
定
す
る
普
通
の

人
々
に
よ
る
政
治
運
動
」
を
指

す
。
自
ら
が
政
治
経
験
の
な
い

ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
プ
ロ
の
政
治
家
を

否
定
す
る
こ
と
で
巻
き
起
こ
っ

た
ト
ラ
ン
プ
旋
風
は
、
正
し
く

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
だ
っ
た
の
で
あ

り
、
前
大
統
領
は
そ
の
忠
実
な
実

践
者
で
あ
り
続
け
た
。
そ
こ
に
、

一
部
の
「
普
通
の
人
々
」
か
ら

の
根
強
い
支
持
の
理
由
が
あ
る
。

　

任
期
の
最
後
に
引
き
起
こ
さ

れ
た
議
会
で
の
暴
動
は
、
行
き

過
ぎ
た
不
文
律
の
破
壊
が
民
主

政
治
そ
の
も
の
の
破
壊
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
し

か
し
、
不
正
選
挙
の
主
張
は
自

ら
も
一
部
を
人
選
し
た
最
高
裁

の
判
事
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
、
議

会
で
の
新
大
統
領
の
承
認
プ
ロ

セ
ス
も
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
不
文
律
は
破
壊
で
き

て
も
、
公
的
な
制
度
の
壁
を
崩

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ

こ
に
は
む
し
ろ
、
民
主
政
治
の

強
靭
さ
が
見
出
せ
る
。

　

新
た
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

主
と
な
る
バ
イ
デ
ン
新
大
統
領

は
、
議
員
経
験
が
長
く
、
ト
ラ

ン
プ
流
と
は
百
八
十
度
度
真
逆

の
プ
ロ
の
政
治
家
で
あ
る
。
プ

ロ
へ
の
失
望
が
招
い
た
ト
ラ
ン

プ
時
代
の
あ
と
に
、
再
び
プ
ロ

へ
の
信
頼
を
回
復
で
き
る
か
。
制

度
の
次
は
、
人
間
の
出
番
で
あ

る
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
あ
と
に

法
学
部
教
授山

や
ま
も
と本

健け
ん

太た

郎ろ
う

トピックストピックス
6262

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
初
年
次
か

ら
四
年
次
ま
で
一
貫
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

韓
国
・
朝
鮮
語
科

目
は
、
読
む
・
書
く

を
主
体
と
し
た
「
基

礎
」
科
目
、
聞
く
・

話
す
を
主
体
と
し
た

「
会
話
」
科
目
、
当

該
言
語
が
話
さ
れ
る

地
域
に
つ
い
て
触
れ

る
「
文
化
」
科
目
と

い
う
三
本
の
柱
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
私

は
主
に
「
文
化
」
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
で
朝
鮮

語
学
を
、
大
学
院
で

朝
鮮
史
を
専
攻
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
朝
鮮
半
島
の

二
千
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
の

中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
様
々
な

文
化
の
あ
り
よ
う
を
、
語
学
を

　

私
は
本
学
で
韓
国
・
朝
鮮
語

科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
本

学
に
韓
国
・
朝
鮮
語
科
目
が
開

設
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
度

の
こ
と
で
、
初
の
専
任
教
員
と

し
て
私
が
本
学
に
赴
任
し
た
の

も
二
〇
〇
七
年
四
月
と
、
歴
史

は
そ
れ
ほ
ど
長
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
滞
在
経
験
が
長
く
優

秀
な
韓
国
人
非
常
勤
講
師
の
皆

学
ぶ
学
生
た
ち
に
示
す
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
い
わ
ゆ
る
「
韓
流
」

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て

か
ら
、
も
う
二
〇
年

以
上
が
た
ち
ま
し

た
。
現
在
で
は
Ｂ
Ｓ

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
中
心

に
韓
国
ド
ラ
マ
が
多

く
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
特
に
十
代
・

二
十
代
の
若
者
層
に

と
っ
て
、「
Ｋ
カ
ル

チ
ャ
ー
」
は
す
っ
か

り
身
近
な
存
在
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
学
に
入
学
す
る

新
入
生
の
う
ち
、
毎

年
二
〇
〇
名
前
後
が

韓
国
・
朝
鮮
語
科
目
を
履
修
し

ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
が
女
子

学
生
と
い
う
の
も
、
他
の
言
語

に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
う
し
た
学
生
た
ち
に
朝
鮮

半
島
の
文
化
を
紹
介
す
る
の
が

私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
実

は
意
外
と
大
変
な
の
で
す
。
韓

国
の
芸
能
人
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

化
粧
品
な
ど
、
特
定
の
「
モ
ノ
」

に
関
心
が
集
中
し
て
い
る
学
生

た
ち
に
「
飽
き
ら
れ
な
い
」
よ
う
、

朝
鮮
半
島
の
自
然
環
境
や
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
紹
介

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
二
年
次
の
授
業
を
終

え
た
学
生
た
ち
に
は
、
そ
う
し

た
「
モ
ノ
」
た
ち
を
生
み
出
し

た
韓
国
社
会
が
、
実
は
様
々
な

文
化
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
日
本
社
会
と
は
異
な
る
価

値
観
や
行
動
規
範
が
支
配
す
る

中
で
人
々
が
生
き
て
い
る
、
と

い
う
現
実
に
目
を
向
け
ら
れ
る

「
異
文
化
理
解
」
の
力
が
身
に
つ

く
よ
う
、
工
夫
し
て
い
ま
す
。

経済学部教授

辻
つじ

弘
ひろ

範
のり

（専門：韓国・朝鮮語）

異文化理解を育てる
語学教育を目指して

　

私
人
同
士
の
紛
争
を
民
事
訴

訟
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
紛
争
に
関
す
る
（
自
分
で

は
持
っ
て
い
な
い
）
情
報
を
ど

の
よ
う
に
し
て
入
手
す
る
か
と

い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
そ
の

よ
う
な
情
報
と
し
て
、
自
分
に

有
利
な
事
実
を
証
明
す
る
た
め

の
証
拠
に
関
す
る
情
報
、
判
決

に
基
づ
き
差
し
押
さ
え
る
べ
き

相
手
方
の
財
産
に
関
す
る
情
報

な
ど
が
あ
る
。

　

前
記
の
よ
う
な
情
報
を
紛
争

の
相
手
方
当
事
者
や
紛
争
に
関

わ
っ
て
い
な
い
第
三
者
か
ら
任

意
に
入
手
す
る
こ
と
は
難
し
い

た
め
、
何
ら
か
の
制
度
を
用
い

て
入
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
裁

判
所
を
介
し
て
入
手
す
る
制
度

も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
私
人

同
士
の
紛
争
は
可
能
な
限
り
自

主
的
に
解
決
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
い
た
め
、
裁
判
所
を
介
さ

ず
に
当
事
者
や
そ
の
代
理
人
で

あ
る
弁
護
士
の
主
導
で
前
記
の

よ
う
な
情
報
を
入
手
で
き
る
制

度
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
本
書
で
は
、
民
事
訴
訟

で
の
主
張
・
立
証
の
準
備
の
た

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
き
相
手

方
当
事
者
に
直
接
照
会
し
回
答

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
当

事
者
照
会
」
と
、
代
理
人
弁

護
士
が
所
属
弁
護
士
会
を
介
し

て
事
件
に
関
す
る
情
報
を
第
三

者
で
あ
る
官
公
庁
や
公
私
の
団

体
・
企
業
な
ど
に
照
会
し
回
答

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
弁

護
士
会
照
会
」
を
ど
の
よ
う
に

し
て
よ
り
実
効
性
の
あ
る
制
度

と
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

　

当
事
者
照
会
も
弁
護
士
会
照

会
も
い
ず
れ
も
、
制
度
を
新
設

す
る
際
の
諸
事
情
に
よ
り
、
照

会
を
受
け
た
者
が
回
答
を
拒
絶

す
る
な
ど
し
た
場
合
の
直
接
の

制
裁
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
本

書
で
は
、
当
事
者
照
会
に
つ
い

て
は
回
答
拒
絶
な
ど
に
対
す
る

裁
判
所
に
よ
る
制
裁
の
新
設
を

論
じ
、
弁
護
士
会
照
会
に
つ
い

て
は
回
答
拒
絶
な
ど
を
理
由
と

す
る
民
事
訴
訟
の
可
能
性
を
論

じ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
制
度

で
は
照
会
を
受
け
た
者
に
回
答

の
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る
も

の
の
、
何
を
根
拠
と
し
て
そ
の

よ
う
な
義
務
が
認
め
ら
れ
る
の

か
、
ま
た
、
照
会
を
受
け
た
者

に
不
利
な
結
果
を
招
き
得
る
情

報
や
他
人
の
秘
密
に
該
当
し
得

る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と

が
な
ぜ
正
当
化
さ
れ
る
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
で

は
十
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

実
効
性
の
あ
る
当
事
者
照
会
と

弁
護
士
会
照
会
の
検
討

『民事手続と
　　当事者主導の情報収集』         

信山社 2018 年

　

昨
年
十
一
月
、
鮎
川
哲
也
賞
を

受
賞
し
て
か
ら
二
作
目
と
な
る

『
探
偵
は
友
人
で
は
な
い
』
を
上

梓
し
ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
探

偵
は
教
室
に
い
な
い
』
の
続
編

で
、
主
に
札
幌
を
舞
台
と
し
た
、

中
学
生
た
ち
に
よ
る
青
春
ミ
ス

テ
リ
で
す
。
派
手
な
事
件
は
起

こ
り
ま
せ
ん
が
、
思
春
期
の
少

年
少
女
の
日
常
に
潜
む
密
や
か

な
謎
を
、
大
切
に
描
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
時
代
の
こ
と
、
そ
の

頃
の
友
人
の
こ
と
な
ど
を
思
い

起
こ
し
な
が
ら
お
読
み
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。　

︽
バ
ス
ケ
部
に
所
属
す
る
中
学
二

年
生
の
海
砂
真
史
は
、
日
々
の

生
活
で
生
ま
れ
る
謎
を
、
偏
屈

で
甘
党
な
鳥
飼
歩
に
相
談
す
る
。

彼
は
不
登
校
だ
け
れ
ど
頭
脳
明

晰
。
謎
解
き
を
通
し
て
人
の
心

の
見
え
に
く
い
部
分
に
光
を
当

て
る
。
と
て
も
頼
り
に
な
る
け

れ
ど
、
あ
る
日
真
史
は
気
づ
く
。

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
歩
に

会
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
も
解

い
て
欲
し
い
謎
が
あ
る
と
き
だ

け
だ
と
い
う
こ
と
に
。

　

歩
が
探
偵
だ
と
し

た
ら
、
真
史
は
依
頼

者
。
こ
れ
か
ら
先
も

ず
っ
と
、
こ
の
関
係

は
変
わ
ら
な
い
の
だ

ろ
う
か
︱
︱
︾

『探偵は友人ではない』       
東京創元社 

経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
川
澄
浩
平
さ
ん

『
探
偵
は
友
人
で
は
な
い
』
刊
行

を

酒井 博行
法学部教授

さか  い   　ひろ ゆき

自著自著
語る 24

工学部教授  植
うえ

松
まつ

武
たけ

是
よし

道産木材を活用した
木質構造設計支援情報の構築

北海学園学術研究助成事業報告⑯

研究
課題

　

北
海
道
は
我
が
国
を
代
表
す

る
豊
か
な
森
林
を
擁
す
る
地
域

で
す
。
こ
の
北
海
道
の
森
林
蓄

積
量
は
１
９
８
０
年
代
か
ら
増

加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
中

で
も
北
海
道
特
有
の
樹
種
で
あ

る
カ
ラ
マ
ツ
と
ト
ド
マ
ツ

の
人
工
林
資
源
は
利
用
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。　

　

道
行
政
は
、
こ
れ
ら
道

産
木
材
の
建
築
分
野
で
の
利
用

を
推
進
し
、
北
海
道
の
地
域
性

を
活
か
し
た
道
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
全

体
の
森
林
資
源
の
活
用
と
保
全

に
取
り
組
む
林
野
庁
は
、
国
土
交

通
省
と
連
携
を
図
り
新
た
な
木

質
構
造
建
材
「
直
交
集
成
板
（
Ｃ

Ｌ
Ｔ
）」
の
開
発
と
普
及
を
促
進

し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
道
庁
水
産

林
務
部
も
道
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
開
発

を
推
進
す
る
等
、
木
質
材
料
の

建
築
分
野
へ
の
供
給
体
制
が
急

速
に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。　

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ラ
マ
ツ
の

建
築
用
材
へ
の
利
用
は
限
定
的

で
あ
り
、
ト
ド
マ
ツ
の
構
造
材

と
し
て
の
活
用
頻
度
も
少
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
木
質

構
造
材
の
活
用
が
進
ま
な
い
原

因
の
一
つ
は
建
築
側
に
も
あ
り
、

戦
後
の
火
災
に
強
い
都
市
づ
く

り
施
策
等
を
背
景
に
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨
造
の
設

計
資
料
の
整
備
や
技
術
者
の
育

成
に
重
き
を
置
い
て
き
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
質

材
料
の
特
性
や
木
質
構
造
の
設

計
法
に
精
通
し
た
建
築
行
政
職

員
・
実
務
技
術
者
の
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
道
内
の
木
質

構
造
設
計
者
の
育
成
と
技
術
支

援
を
目
的
と
し
、
道
内
外
の
大

学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
木
質

構
造
材
の
開
発
事
業
や
そ
れ
ら

の
成
果
、
課
題
や
今
後
の
展
開

を
、
建
築
学
科
の
学
生
及
び
道

内
木
質
構
造
設
計
者
へ
発
信
し

て
行
け
る
よ
う
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
画
と
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
試
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
水
掛
り
が
道
産

複
合
梁
の
構
造
性
能
に
及
ぼ
す

影
響
の
検
証
、
道
産
カ
ラ
マ
ツ

の
樹
種
特
性
を
活
か
し
た
単
板

積
層
材
の
開
発
、
道
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ

パ
ネ
ル
間
の
接
合
法
の
開
発
等
、

実
務
上
、
基
礎
的
か
つ
重
要
で
あ

り
な
が
ら
も
最
先
端
と
位
置
付

け
ら
れ
る
技
術
開
発
の

成
果
・
動
向
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
産
官
学
の
技
術

者
・
研
究
者
等
と
の
情

報
・
意
見
交
換
を
通
し
、

道
産
材
の
樹
種
強
度
の

優
位
性
が
施
工
性
を
低

下
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

へ
の
対
応
や
、
木
質
構

造
材
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
鋼
材
と
併
用
す
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
型
の
部
材
を

設
計
す
る
た
め
の
技
術
資

料
が
無
い
こ
と
等
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
本
助
成
事
業
終

了
の
翌
年
度
か
ら
、
こ
れ
ら
の

課
題
の
解
決
に
向
け
て
の
活
動

を
関
係
者
と
共
に
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
助
成
事
業
を
契
機
と
し
て

得
ら
れ
続
け
る
情
報
は
建
築
学

科
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
も
反

映
さ
せ
て
行
く
所
存
で
す
。
本

助
成
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

是
よし

木質構造設計支援情報の構築

北海学園学術研究助成事業報告⑯

北
海
学
園
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
・
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
建
築
工
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
後
、（
地
独
）
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
の
建
築
研
究
本
部
北
方
建
築
総
合
研
究
所
及
び
森
林
研

究
本
部
林
産
試
験
場
を
経
て
２
０
１
７
年
４
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
建

築
構
造
・
建
築
構
法

道
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
︵
直
交
集
成
板
︶の
開
発
と
普
及
の
促
進

道産 CLT 実験棟

道産カラマツ単板の物性値測定
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本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員

の
「
人
と
な
り
」
を
、
そ
の
研

究
内
容
と
と
も
に
紹
介
す
る
連

載
企
画「
研
究
室
を
た
ず
ね
て
」。

　

二
回
目
の
今
回
は
、
英
米
文

化
学
科
で
一
般
教
育
科
目
の
英

語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
専
門
科
目

の
ア
メ
リ
カ
文
化
特
論
を
担
当

す
る
渡
部
あ
さ
み
准
教
授
に
お

話
を
う
か
が
っ
た
。

シ
カ
ゴ
で
暮
ら
し
た
中
学
時
代

ー
ー
渡
部
先
生
が
ア
メ
リ
カ
文

化
に
興
味
を
持
た
れ
た
「
き
っ

か
け
」
は
何
で
し
ょ
う
か
？

渡
部　

父
の
仕
事
の
関
係
で
、

中
一
か
ら
中
三
に
か
け
て
、
シ

カ
ゴ
の
中
心
部
に
住
ん
だ
こ
と

が
大
き
い
で
す
。
私
が
通
っ
た

現
地
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
メ

キ
シ
コ
系
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
、

韓
国
系
、
イ
タ
リ
ア
系
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
系
な
ど
国
際
色
豊
か

だ
っ
た
ん
で
す
。
初
め
て
出
来

た
メ
キ
シ
コ
系
グ
ル
ー
プ
の
友

達
の
家
に
遊
び
に
行
く
と
サ
ル

サ
や
タ
コ
ス
の
作
り
方
を
教
え

て
く
れ
た
り
、
私
が
英
語
を
全

く
話
せ
な
い
と
き
か
ら
仲
良
く

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
ア
フ
リ
カ
系
の
子
と

知
り
合
い
に
な
ろ
う
と
話
し
か

け
て
み
る
と
、
優
し
い
け
れ
ど

他
の
グ
ル
ー
プ
と
は
少
し
違
い
、

一
線
が
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

誰
か
が
人
種
差
別
的
な
発
言

を
し
て
問
題
に
な
っ
て
、
休
み

時
間
に
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
み
ん
な

で
話
し
合
っ
た
り
。
そ
う
い
う

場
面
に
直
面
し
て
、
自
分
自
身

の
日
本
人
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
系

で
あ
る
立
場
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
問
題
も
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
日
本
に
帰
国
し
た

ら
、
今
度
は
逆
の
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
し
ま
っ
て
。

髪
を
し
ば
る
ゴ
ム
は
黒
か
紺
、
靴

下
の
長
さ
ま
で
画
一
的
に
校
則

で
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意

味
が
わ
か
ら
な
く
て
嫌
に
な
り
、

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き
よ
り

辛
か
っ
た
で
す
（
笑
）。
だ
か
ら

大
学
で
は
も
う
少
し
ア
メ
リ
カ

に
つ
い
て
勉
強
し
た
く
て
、
映

画
や
文
学
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
社

会
や
歴
史
を
考
え
る
講
義
を
さ

れ
て
い
た
瀬
名
波
栄
潤
先
生
（
北

海
道
大
学
教
授
）
に
師
事
し
ま

し
た
。

　

私
の
興
味
は
移
民
な
ど
の
異

な
る
文
化
背
景
を
持
つ
人
々
の

経
験
で
、
こ
の
よ
う
な
作
家
た

ち
に
よ
る
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学

が
映
し
出
す
「
ア
メ
リ
カ
」
に

あ
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ン
パ
・
ラ
ヒ
リ
と
の
出
会
い

ー
ー
渡
部
先
生
が
近
年
研
究
さ

れ
て
い
る
ジ
ュ
ン
パ
・
ラ
ヒ
リ

（『
停
電
の
夜
に
』
で
ピ
ュ
ー
リ
ッ

ツ
ァ
ー
賞
受
賞
）
は
、
イ
ン
ド

系
ア
メ
リ
カ
人
で
す
ね
。

渡
部　

二
○
○
三
年
~
○
五
年

に
か
け
て
、
大
学
院
生
の
と
き

に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
ア
メ
リ

カ
研
究
科
に
留
学
し
た
ん
で
す

が
、
そ
の
当
時
、
彼
女
が
現
代

ア
メ
リ
カ
の
若
手
作
家
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
作
品
が
評

価
さ
れ
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
読

書
リ
ス
ト
に
載
っ
た
こ
と
も
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
ヒ
リ
は
イ
ン
ド
の
中
産
階

級
の
出
身
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
生

ま
れ
、
幼
少
期
に
ア
メ
リ
カ
に

移
住
し
た
の
で
す
が
、
彼
女
の

小
説
に
出
て
く
る
人
物
は
、
ほ

と
ん
ど
が
「
新
ア
メ
リ
カ
人
」

で
す
。「
新
ア
メ
リ
カ
人
」
と
は

１
９
６
５
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

を
優
遇
し
た
人
種
差
別
的
な
移

民
法
の
改
正
以
降
に
移
民
し
て

き
た
人
々
を
指
し
、
地
域
や
階

層
な
ど
も
異
な
る
ア
ジ
ア
系
の

人
々
も
多
く
い
ま
し
た
。

ー
ー
そ
の
ラ
ヒ
リ
の
作
品
の
特
徴

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

渡
部　

従
来
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
ア

メ
リ
カ
文
学
で
は
、
登
場
人
物

に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国

は
、
必
ず
適
応
し
、
同
化
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
緊
張
感
に
満

ち
た
場
所
で
あ
り
、
同
化
の
過

程
の
葛
藤
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
ラ
ヒ
リ
の
作
品
で
は
、
ア

メ
リ
カ
は
あ
く
ま
で
世
界
に
た

く
さ
ん
あ
る
場
所
の
ひ
と
つ
に

す
ぎ
ず
、
国
と
か
民
族
の
枠
を

超
越
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生

き
方
を
す
る
た
め
の
通
過
点
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
新
し
く
感
じ
ら
れ
る
特
徴
で

す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
系
と
い
う

個
別
的
な
背
景
か
ら
物
語
を
描

き
な
が
ら
、
親
子
や
夫
婦
な
ど

の
家
族
や
男
女
の
人
間
関
係
を

探
求
し
、
普
遍
的
な
共
感
を
呼

ぶ
作
品
で
あ
る
こ
と
で
す
。

移
民
と
﹁
実
験
国
家
﹂
ア
メ
リ
カ

ー
ー
そ
の
ア
メ
リ
カ
は
今
、
大
き

な
変
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。

渡
部　

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の

四
年
間
で
人
種
間
、
階
級
間
で

の
「
分
断
」
は
深
ま
っ
て
、
そ

の
影
響
は
新
大
統
領
に
な
っ
て

も
、
し
ば
ら
く
は
残
る
と
思
い

ま
す
。「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・

マ
タ
ー
（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
）」
運
動
が
若

年
層
を
中
心
と
し
、
白
人
や
黒

人
以
外
の
有
色
人
種
の
人
々
も

参
加
し
、
日
本
を
含
め
て
グ
ロ
ー

バ
ル
に
広
が
る
社
会
運
動
に
発

展
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
に

希
望
が
見
出
せ
る
動
き
か
な
と

感
じ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
建
国
時
か
ら
多

く
の
移
民
か
ら
成
る
未
完
成
の

「
実
験
国
家
」
と
も
言
わ
れ
、
こ

れ
か
ら
も
混
乱
は
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
が
、
時
に
衝
突
し

な
が
ら
も
多
文
化
を
受
け
入
れ
、

変
化
し
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

﹁
新
ア
メ
リ
カ
人
﹂の
物
語
に

い
ま
の
ア
メ
リ
カ
の
姿
を
見
る

大学院の友人とスタッフと

渡部先生の
プチ解説

　1960 年代の黒人が自由と権利を求めた公民
権運動は、他のマイノリティにも大きな影響を与
えたことに加え、移民法改正によりアジア系と
中南米系の移民が顕著に増加しました。その結
果、マイノリティの作家たちが大きな役割を持ち
始め、従来までの西洋白人男性を中心とした歴
史が修正され、現代のアメリカ文学は「世界文学」
化しています。アフリカ系、先住民、アジア系、
中南米系、中東系を含み英語を母国語としない
作家も増え、多様な社会文化を背景として人種、
階級、ジェンダーなどの文化的差異について、個
人や共同体の経験を基にアイデンティティや家族
をテーマにする物語が多くあります。作品は文
化の境界を越えて他者と生きることについて考
えさせ、アメリカに限らず価値観が多様化してい
る現代の日本の人々にも示唆に富むものだと思
います。近年では、新潮クレストブックスなどで
注目の新しい作家作品が翻訳されています。

現代エスニック・アメリカ文学

研究室を
訪ねて Vol.

02

ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
の
豊
か
さ

と
面
白
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
も
近
年
で
は
外
国

人
の
方
が
増
え
て
い
て
、
ア
メ
リ

カ
と
同
じ
く
多
様
性
の
あ
る
国

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
将

来
の
日
本
が
直
面
す
る
課
題
を

考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
探
す

こ
と
に
も
な
る
と
考
え
ま
す
。

ー
ー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

渡
部　

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い

た
ら
、
興
味
が
あ
れ
ば
旅
行
や

留
学
で
海
外
に
出
て
み
て
ほ
し

い
。
自
分
が
育
っ
た
文
化
と
は

異
な
る
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、

帰
国
し
て
か
ら
も
、
そ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
視
点
を
得
て
、
広
く

自
国
や
世
界
の
文
化
を
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
英

語
が
で
き
る
と
な
お
い
い
で
す

ね
。
世
界
に
英
語
を
使
う
人
は

十
五
億
人
い
て
、
英
語
が
わ
か

る
と
多
大
な
情
報
リ
ソ
ー
ス
を

ス
マ
ホ
な
ど
を
通
じ
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
例
え
ば
「Netfl ix

」

な
ど
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
聴
者

を
対
象
に
多
彩
で
実
験
的
な
コ

ン
テ
ン
ツ
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
推
奨
さ
れ
る

時
期
に
は
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ

ア
を
楽
し
む
こ
と
で
も
視
野
を

広
げ
、
自
分
の
世
界
を
豊
か
に
す

る
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

人文学部英米文化学科

渡
わ た

部
な べ

 あさみ 准教授

【アメリカ文学・文化】

北海道大学大学院博士課程言語文学
専攻博士課程修了。博士（文学）北
海道大学。研究テーマは現代アメリ
カ文学・文化。

『停電の夜に』
ジュンパ・ラヒリ 著
小川 高義 訳

（新潮文庫）

インド系アメリカ人の夫婦や家
族関係について描き、ピューリッ
ツァー賞などの文学賞を受賞した
9 つの物語から成るラヒリの初短
編集。

【左上】『The Namesake』（2003年）
映画化もされた長編作品『その名にちなんで』。インド系アメリカ
人男女の成長物語。

【右上】『The Clothing of the Books』 （2016年）
ラヒリが実験的にイタリア語を用いて本と創作について書いた
エッセイの英訳。

【左下】『The Children of 1965：On Writing, and Not 
Writing, as an Asian American 』（2013年）
移民法改正の影響により、アメリカに移り住んだラヒリを含むア
ジア系アメリカ文学研究書。

【下中央】『Unaccustomed Earth 』（2008年）
長編作品『見知らぬ場所』。グローバルに生き、流動的なアイデン
ティティを持つインド系アメリカ人の物語。

【右下】『べつの言葉で』（2015年）
インドとアメリカの文化を超越し、第三のアイデンティティをイ
タリアに見出したラヒリの自伝的エッセイ。

　　経済学部 2020年度 地域研修　─地域づくり活動を実体験─

ゼミ 研修地 テーマ

1部浅妻ゼミⅠ・Ⅱ 津別町 データと現場から学ぶ津別町経済

2部浅妻ゼミⅠ・Ⅱ 安平町 「道の駅あびら」と地域社会のかかわり

1部内田ゼミⅠ・Ⅱ 沼田町 沼田町のまちづくりとリーダーのラ
イフヒストリー

2部内田ゼミⅠ・Ⅱ 栗山町 栗山町のまちづくりとリーダーのラ
イフヒストリー

1部大貝ゼミⅠ・Ⅱ 北見市・網走市・
小清水町・清里町 中小企業の連携による地域活性化

2部大貝ゼミⅠ・Ⅱ 釧路市・根室市・
浜中町

地域のニーズをビジネスにする中小
企業の事業展開

1部・2部
川村ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ 札幌市 新型コロナウイルス禍の学生生活等

をめぐる問題 労働組合、労使関係
1部佐藤（信）
ゼミⅠ

江別市・
北広島市 コープさっぽろ独自の事業活動の学習

1部佐藤（信）
ゼミⅡ・2部ゼミⅠ 札幌市 コープさっぽろと SDGs

1部西村ゼミⅠ・Ⅱ
八雲班 八雲町 新幹線駅開業に向け動き出す八雲町

の魅力とまちづくり
1部西村ゼミⅠ・Ⅱ
上川班 上川町 上川町におけるフードツーリズムの

可能性と情報発信
1部西村ゼミⅠ・Ⅱ
東川班 東川町 移住者を惹きつける東川町の魅力と

写真のまちづくり

2部西村ゼミⅠ・Ⅱ 沼田町 JR 廃線問題に揺れる沼田町の魅力
と今後のまちづくり

1部濱田ゼミⅠ・Ⅱ
下川班 下川町 森林と共に生きる町－下川町のまち

づくり

ゼミ 研修地 テーマ
1部濱田ゼミⅠ・Ⅱ
倶知安班 倶知安町 「国際観光のまちづくり」を進める

地域の課題

2部濱田ゼミⅠ・Ⅱ 沼田町 沼田町のまちづくりと JR 廃線問題

1部早尻ゼミⅠ・Ⅱ 当別町 「木育」の視点から「道民の森」の
活用方策を考える

1部平野ゼミⅠ 札幌市 札幌市のフェアトレードタウン認定
とその後

1部平野ゼミⅡ 札幌市 札幌市におけるコロナ禍での外国人
居住者への影響

2部平野ゼミⅠ・Ⅱ 札幌市 北海道の企業のCSRとフェアトレード・
SDGs

1部古林ゼミⅠ 釧路町 鳥獣害被害対策の現状

1部古林ゼミⅡ 標津町 サケによる地域社会の形成

1部水野ゼミⅠ・Ⅱ 月形町 樺戸集治監にそくして北海道の囚人
労働を知る

1部水野谷ゼミⅠ・Ⅱ 猿払村 漁業による地域発展の可能性と課題

1部宮入ゼミⅠ・Ⅱ 仁木町・
余市町

果樹産地の現状と農業による地域
活性化の可能性

2部宮入ゼミⅠ・Ⅱ 和寒町 地域農業振興と自治体・農協の役割

1部山田ゼミⅠ・Ⅱ 札幌市 「Nomapsというイベント・場」と
は？

2部山田ゼミⅠ・Ⅱ 札幌市 Nomapsで北海道の「農」と「食」
を考える

北
海
学
園
大
学
出
版
会

﹃
地
域
の
再
生
と
多
元
的
経
済
﹄刊
行

　

北
海
学
園
大
学
出
版
会
か
ら

出
版
第
２
号
と
な
る
『
地
域
の
再

生
と
多
元
的
経
済
─
イ
ギ
リ
ス

の
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
と
社
会
的

企
業
に
学
ぶ
』（
本
学
経
済
学
部
・

早
尻
正
宏
准
教
授
編
著
）
が
１

月
29
日
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

本
書
は
、
多
元
的
経
済
の
時

代
に
お
け
る
地
域
再
生
の
手
が

か
り
を
求
め
て
、
早
尻
准
教
授
、

福
島
大
学
・
守
友
裕
一
客
員
教
授

ら
日
本
の
研
究
者
が
、
イ
ギ
リ

ス
各
地
の
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
を

訪
ね
歩
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
記
録
。「
地
域
再
生
の
本
場
」

イ
ギ
リ
ス
の
経
験
か
ら
得
ら
れ

る
知
見
が
、
人
口
の
減
少
と
都

市
圏
へ
の
偏
在
が
加
速
化
す
る

現
代
日
本
の
地
域
開
発
を
考
え

る
上
で
も
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
北
海
学
園
生
協
、
北
海

道
大
学
生
協
ク
ラ
ー
ク
店
、
紀

伊
國
屋
書
店
札
幌
本
店
、
Ａ
ｍ

ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で
販
売
中
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
庶
務
課

学
術
・
国
際
交
流
係
ま
で
。

　経済学部は12月5日、2020年度地域研修報告会を行った。地域研修では毎年、地域づくりに関
する諸活動を体験し、地域経済・社会を学習している。今年度は28ゼミ、366名が参加した。

『地域の再生と多元的経済
─イギリスのサードセクター　　
　　 と社会的企業に学ぶ─』

【編著者紹介】
早尻正宏（はやじり まさひろ）
本学経済学部准教授、博士（農学）。
専門は地域経済学、協同組合学、
林業経済学。著作に『雇用連帯
社会――脱土建国家の公共事業』

（岩波書店）、『福島に農林漁業を
とり戻す』（みすず書房）など。
守友裕一（もりとも ゆういち）
福島大学食農学類客員教授、農学
博士。専門は農山村経済論、地域
政策論。著作に『内発的発展の道
――まちづくり・むらづくりの論
理と展望』（農文協）など。
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イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

目
指
す
若
手
の
育
成
と
活
躍
の

場
の
創
出
を
目
的
と
し
た
「
イ

ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ン

ペ
２
０
２
０
」（
日
本
イ
ン
テ
リ

　

第
１
回
「
ス
カ
イ
コ
ー
ト
学
生

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ン
ペ
」（
ス
カ

イ
コ
ー
ト
株
式
会
社
主
催
）
に

お
い
て
、
大
学
院
工
学
研
究
科

修
士
１
生
・
三
浦
光
雅
さ
ん
と

建
築
学
科
４
年
・
岩
谷
蓮
さ
ん

（
と
も
に
米
田
研
究
室
）
の
共
同

　

第
３
回
道
内
学
生
に
よ

る
「
も
の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス

ア
イ
デ
ィ
ア
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」（
札
幌
商
工
会
義

所
、
北
海
道
経
済
連
合
会
等

主
催
）
が
昨
年
12
月
３
日
に

行
わ
れ
、
建
築
学
科
米
田
研

究
室
の
有
志
メ
ン
バ
ー
ら
８

　

工
学
部
生
命
工
学
科
の
小
山
芳
一
研
究
室

と
新
沼
協
研
究
室
で
は
、
２
０
１
７
年
度
よ

り
八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
札
幌
市
南
区
・
亀

和
田
俊
一
社
長
）
と
提
携
し
ワ
イ
ン
造
り
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
３
年
目
と

な
る
今
年
度
も
ワ
イ
ン
が
完
成
し
た
。
今

年
の
最
大
の
特
徴
は
、
新
沼
研
究
室
が
単

離
・
選
抜
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
「
Ｈ
Ｇ
Ｕ

─
１
４
０
」
を
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
と
赤
ワ

イ
ン
の
両
方
に
使
用
し
て
醸
造
を
行
っ
た
こ

と
。「
生
命
工
学
科
の
持
つ
知
識
や
技
術
で

何
か
地
域
貢
献
は
で
き
な
い
か
」
と
の
思
い

か
ら
始
ま
り
、
ワ
イ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
テ

ロ
ワ
ー
ル
（
土
地
の
個
性
）
を
い
か
す
た
め
、

北
海
道
内
の
植
物
や
土
壌
な
ど
か
ら
酵
母
を

単
離
し
、
様
々
な
実
験
を
行
い
最
終
的
に
選

抜
さ
れ
た
の
が
こ
の
ワ
イ
ン
醸
造
に
好
適
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
Ｈ
Ｇ
Ｕ
─
１
４
０
。
小
山

芳
一
教
授
は
「
大
学
の
研
究
の
成
果
と
な
る

ワ
イ
ン
を
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
、
赤
ワ
イ

ン
と
も
八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
ワ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
フ
ジ
ヰ
、
他
に
て

購
入
可
能
。
取
扱
店
情
報
は
学
園

ワ
イ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

hguwine.wixsite.com/
mysite-1

）
に
掲
載
。

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
主
催
）
に

お
い
て
、
建
築
学
科
石
橋
研
究

室
４
年
・
丸
山
莉
奈
さ
ん
の
作

品
が
、
最
高
賞
と
な
る
日
本
イ

ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
会

作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
は
建
築
士
や
イ
ン
テ
リ

ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
若
手

の
育
成
と
活
躍
の
場
を
創
出
す

る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
全
国
コ

ン
ペ
で
、
テ
ー
マ
は
「
50
年
後

の
東
京
の
１
Ｒ
マ
ン
シ
ョ
ン
」。

人
が
参
加
し
た
。
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
観
点
か
ら
「
ビ
デ
オ
プ

レ
ゼ
ン
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
実
施
。「
人
と
寄
り
添

う
収
納
棚
」
を
テ
ー
マ
に
斬

新
な
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。

︻
参
加
メ
ン
バ
ー
︼

工
学
研
究
科
建
設
工
学
専
攻

修
士
課
程
１
年
／
三
浦
光

雅
・
渡
邉
憲
成
、
工
学
部
建

築
学
科
４
年
／
後
藤
悠
也
・

飯
ヶ
谷
健
・
麻
生
香
実
、
同

３
年
／
髙
﨑
菜
々
美
・
高
橋

奈
緒
、
同
２
年
塩
野
谷
基

悟▼
渡
邉
憲
成
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
今
年
は
後
輩
と
の
関
係
が

な
か
な
か
築
け
な
か
っ
た

が
、
こ
の
機
会
に
、
興
味
あ

長
賞
を
受
賞
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
ひ
ろ
が
る
イ
ン
テ
リ

ア
」。
９
１
７
も
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
最
終
的
に

一
次
審
査
応
募
者
４
２
７
点
の

中
か
ら
昨
年
12
月
５
日
に
入
賞

13
作
品
が
選
出
さ
れ
た
。

　

丸
山
さ
ん
の
作
品
は
、
新
し

い
木
材
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）

を
使
っ
て
、
大
胆
な
空
間
を

デ
ザ
イ
ン
。
日
本
イ
ン
テ
リ

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
・
霜
野

隆
会
長
か
ら
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
連

続
性
を
持
た
す
事
で
、
空
間

に
奥
行
き
を
表
現
し
又
、
背

後
か
ら
の
光
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
入
れ
込
む
事
で
床
・
壁
・

天
井
に
光
や
影
を
落
と
し
、

落
ち
着
き
や
安
堵
感
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。
イ
ン
テ
リ

ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
意
識
さ
せ

て
く
れ
る
作
品
」

と
高
く
評
価
さ

れ
た
。

１
０
０
件
以
上
の
応
募
の
な
か

か
ら
選
ば
れ
た
最
優
秀
賞
は
大

き
な
成
果
を
残
し
た
と
い
え
る
。

▼
三
浦
光
雅
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
人
間

社
会
と
建
築
の
変
化
を
、
で
き

る
限
り
な
ぞ
っ
て
い
け
る
も
の

に
し
た
か
っ
た
。
今
ま
で
の
中

で
一
番
の
賞
歴
。
喜
び
方
も
わ

か
ら
な
い
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
」

▼
岩
谷
蓮
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
「
三

浦
さ
ん
が
コ
ン
セ
プ

ト
、
僕
は
そ
れ
を
形

に
し
て
い
く
作
業
を

担
当
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
す

り
合
わ
せ
、
う
ま
く

作
業
分
担
が
で
き
た

と
思
う
。
卒
業
後
も

建
築
設
計
を
続
け
て

い
く
上
で
、
す
ご

く
自
信

に
な
っ

た
」

り
そ
う
な
意
欲
的
な
後
輩
を

誘
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
の
制
作
だ
っ
た

が
、
こ
う
い
う
状
況
下
で
も

一
緒
に
も
の
を
つ
く
れ
た
こ

と
は
す
ご
く
い
い
経
験
と

な
っ
た
」

▼
三
浦
光
雅
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ

レ
ゼ
ン
で
、
他
大
学
と
差
別

化
し
た
か
っ
た
。
人
が
説
明

す
る
の
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と

絵
の
ス
ラ
イ
ド
だ
け
で
作
っ

て
み
た
。
賛
否
両
論
あ
っ
た

が
、
一
つ
の
手
法

と
し
て
手
応
え

は
あ
っ
た
」

日本インテリアプランナー協会会長賞
建築学科 4 年・丸山莉奈さんの作品「Continuous」

最優秀賞　大学院修士 1 年・三浦光雅さんと建築学科
4 年・岩谷蓮さんの共同作品「1R 新陳代謝論」

建
築
学
科
米
田
研
究
室
の
発
表

テ
ー
マ
﹁
人
と
寄
り
添
う
収
納
棚
﹂

左から 2020 年赤ワイン、2020 年
スパークリングワイン

  

建
築
学
科
４
年
丸ま

る
や
ま山

莉り

な奈
（
石
橋
研
究
室
）

日
本
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
会
長
賞

大
学
院
修
士
１
年
三み

浦う
ら

光み
つ
ま
さ雅

（
米
田
研
究
室
）

建
築
学
科
４
年
岩い

わ

谷や

蓮れ
ん

（
米
田
研
究
室
）

第 1 回

ス
カ
イ
コ
ー
ト
学
生

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ン
ペ
最
優
秀
賞

学園オリジナルワイン完成

学生ビジネスアイディアプレゼンテーション
建築学科・米田研究室メンバーらが参加

2020
年度　工学部各学科の卒業研究発表会が

２月に山鼻キャンパスで行われた。コ
ロナ禍にあってもしっかり卒業研究に
取り組み、大学生活を締めくくった。

工学部 卒業研究発表会

建築学科 卒業設計
（2月17日）

電子情報工学科
（2月5日）

建築学科 論文
（2月18日）

生命工学科
（2月5日）

社会環境工学科「土・計画系」（2月24日） 

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

し
続
け
、
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

る
Ｄ
Ｊ
。
そ
の
空
間
に
合
わ
せ

て
選
曲
し
、
レ
コ
ー
ド
を
前
後

に
こ
す
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
な
ど
高

度
な
技
を
駆
使
し
て
会
場
を
熱

狂
さ
せ
る
。
国
内
は
も
と
よ
り
、

２
０
０
９
年
か
ら
は
タ
イ
、
ア

メ
リ
カ
、韓
国
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾
、
香
港
、
中
国

と
ア
ジ
ア
圏
を
中
心
に
Ｄ
Ｊ
ツ

ア
ー
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

高
校
の
同
級
生
で
も
あ
る
前

号
登
場
の
遠
藤
起
予
子
さ
ん
が
、

札
幌
を
拠
点
に
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ

ド
に
活
躍
す
る
Ｄ
Ｊ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

♫
　
♪

♬

　

道
東
の
浜
中
町
出
身
。
中
学

生
の
頃
、
テ
レ
ビ
で
ダ
ン
ス
甲

子
園
や
ブ
ラ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
カ
ル
チ
ャ
ー
を
紹
介
を
す
る

番
組
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

を
知
っ
た
。
そ
こ
に
「
レ
コ
ー

ド
を
操
っ
て
か
っ
こ
い
い
音
楽

を
か
け
て
い
る
Ｄ
Ｊ
が
い
て
す

ご
い
な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
高
校
生
の
と
き
に
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
音
楽
機
材
を
買
っ

て
、
Ｄ
Ｊ
を
め
ざ
し
た
ん
で

す
。
学
生
時
代
も
Ｄ
Ｊ
を
や

り
な
が
ら
大
学
に
通
っ
て
い

ま
し
た
ね
。
そ
の
お
か
げ
で

み
ん
な
よ
り
も
多
く
学
校
に

通
い
ま
し
た
け
ど
（
笑
）」。

♫
　
♪

♬

　

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
さ
ん
の
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
は
主
に
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
。
現
在
、
北
日
本
最

大
と
い
わ
れ
る
札
幌
の
デ
ィ

ス
コ
ク
ラ
ブ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｘ
Ｍ

Ｈ
Ｕ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
Ｄ
Ｊ

と
し
て
も
活
躍
。
２
０
１
７

年
に
は
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
札
幌
ド
ー
ム
で

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
Ｄ
Ｊ

を
務
め
た
。
近
年
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｋ
Ｏ
リ
ゾ
ー
ト
で
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
世
界
中
か
ら
や
っ

て
き
た
お
客
さ
ん
た
ち
を
虜

に
し
て
い
る
。
昨
年
２
月
か

ら
は
「
Ｄ
Ｊ
ス
ク
ー
ル
札
幌
」
を

主
宰
し
、（
写
真
の
）
ス
タ
ジ
オ

に
生
徒
さ
ん
を
集
め
て
Ｄ
Ｊ
の

技
術
と
楽
し
さ
を
教
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
期
間
が
長

引
く
な
か
、
昨
年
４
月
か
ら
ア
メ

リ
カ
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
（
ツ
イ
ッ

チ
）
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
使
っ
て
ラ
イ
ブ
配
信
し
、

12
月
に
は
１
０
０
回
を
越
え
た
。

「
ラ
イ
ブ
配
信
を
通
じ
て
ア
メ
リ

カ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
ト
ッ
プ
Ｄ
Ｊ

と
交
流
が
生
ま
れ
た
り

し
て
、（
コ
ロ
ナ
禍
で
）

世
界
が
狭
く
な
っ
た
は

ず
な
の
に
逆
に
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
）
広
が
っ
て
い
る

の
が
面
白
い
で
す
ね
」。

♫
　
♪

♬

　

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
さ
ん
の
活

動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

そ
の
一
つ
に
、ア
ス
リ
ー

ト
団
体
Ａ
─
ｂ
ａ
ｎ
ｋ

北
海
道
と
協
力
し
て
、

毎
年
、
札
幌
開
成
中
学

の
ダ
ン
ス
授
業
の
１
コ

マ
目
を
担
当
。
機
材
を
持
ち
こ

ん
で
実
演
し
な
が
ら
、
世
界
中

の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
教
え
て
い
る
。

　
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
Ｄ
Ｊ

の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
も

と
も
と
あ
る
音
楽
を
切
り

取
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
と
こ
ろ
。
例
え

ば
、
間
奏
部
分
が
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
カ
ッ
コ
イ
イ
曲
の

レ
コ
ー
ド
を
２
枚
用
意
し

て
間
奏
を
繰
り
返
す
と
違

う
曲
に
な
り
、
そ
こ
に
新

し
い
曲
が
生
ま
れ
、
新
た

な
価
値
観
が
生
ま
れ
る
。

そ
う
い
う
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
は
世
界
中
で
愛

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
知
っ
て
い
る
と
、
世
界

中
の
同
世
代
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
と

思
う
ん
で
す
」

　

ま
た
、
自
身
に
子
供
が

で
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
何
か
子
供
た
ち
と
一
緒
に
で

き
な
い
か
と
考
え
た
の
が
キ
ッ

ズ
デ
ィ
ス
コ
。「
子
供
は
音
楽
が

好
き
で
、
音
楽
が
か
か
る
と
自

然
に
体
を
動
か
し
踊
り
出
し
ま

す
。
親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る

デ
ィ
ス
コ
み
た
い
な
場
所
が
昼

間
に
あ
っ
た
ら
、
子
育
て
中
の

親
た
ち
も
参
加
で
き
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
、
子
供
た
ち
を
対

象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、「
Ｄ
Ｊ

を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
さ
ん
の
熱

い
思
い
が
あ
る
。

　
「
Ｄ
Ｊ
と
い
う
職
業
は
、
他
の

職
業
に
比
べ
た
ら
社
会
的
認
知

が
低
い
部
分
が
あ
る
。
で
す
か

ら
、
自
分
た
ち
の
ス
キ
ル
を
社
会

の
中
で
還
元
で
き
る
と
こ
ろ
を
、

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
生
み
出

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

♫
　
♪

♬

　

大
学
４
年
生
の
時
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
の
勉
強
を
す
る
た
め
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
り
、
３
カ
月

間
過
ご
し
た
。「
こ
れ
が
自
分
の

転
機
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
毎

日
レ
コ
ー
ド
店
を
回
り
、
夜
は

Ｄ
Ｊ
を
見
に
行
く
。
現
地
で
知

り
合
っ
た
Ｄ
Ｊ
と
セ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
り
し
て
、
本
場
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
感
性
を
磨
い
た
。

　
「
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
駆
使
し

て
、
い
か
に
自
分
や
自
分
の
音
楽

を
広
め
て
い
く
か
が
す
ご
く
重

要
で
す
。
自
営
業
な
の
で
、
自
分

で
企
画
し
て
、
自
分
で
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ョ
ッ

プ
も
自
分
で
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
辺
は
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
ね
」

　

後
輩
に
は
「
や
り
た
い
こ
と

を
や
ら
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
、

思
い
切
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
る
の
が
大
事
。
仕
事
を
し
な

が
ら
で
も
、
続
け
ら
れ
る
道
は

あ
る
の
で
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
が
見
つ
か
っ
た
な
ら
、
そ

の
気
持
ち
を
大
事
に
し
た
ら
い

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

厚
岸
郡
浜
中
町
生
ま
れ
。

１
９
９
９
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
Ｄ

Ｊ
の
活
動
は
１
９
９
２
年
か
ら
開
始
。
１
９
９
９

年
Ｄ
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
等
と
"
Ｓ.

Ｐ.

Ｃ.

"
を
結

成
し
ポ
ニ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
よ
り
メ
ジ
ャ
ー
・

デ
ビ
ュ
ー
。
同
年
、
日
本
を
代
表
す
るBBOY 

PARK DJ BATTLE NO-TRICKS

に
て
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
。
２
０
０
９
年
関
東
、
九
州
を

は
じ
め
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
ツ
ア
ー
を
開
催
。
こ

れ
を
機
に
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
な

ど
ア
ジ
ア
圏
を
中
心
に
ツ
ア
ー
を
成
功
さ
せ
る
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
Ｄ
Ｊ
ス
ク
ー
ル
札
幌
の

運
営
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
企
画
、

イ
ベ
ン
ト
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

「ＤＪ」として社会に貢献したい

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流

　

曲
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流
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ト
ビ
タ
テ
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ほ
っ

か
い
ど
う
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
の
支
援
を
受
け
、
半
年
間
留
学

し
ま
し
た
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で

　
　

　

昨
年
11
月
28
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
た
「
第

52
回
全
道
ロ
シ
ア
語
弁
論

大
会
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）」
に
お

い
て
、
経
営
学
部
経
営
学

科
２
年 

寳
嶋
響
子
さ
ん
が

３
位
（
審
査
委
員
会
賞
）

を
受
賞
し
た
。

─
─
ロ
シ
ア
語
は
い
つ
か

ら
学
ん
で
い
ま
す
か
？

「
大
学
か
ら
で
す
。
第
二
外

国
語
で
ロ
シ
ア
語
基
礎
、

ロ
シ
ア
語
会
話
を
学
ん
で

い
ま
す
。
他
学
部
に
混
ざ

り
、
ロ
シ
ア
語
文
化
も
履

修
し
て
い
ま
す
。
少
人
数

で
先
生
と
の
雑
談
が
面
白

く
、
楽
し
く
ロ
シ
ア
語
を

学
ん
で
い
ま
す
」

─
─
ロ
シ
ア
語
の
面
白
さ

は
？

「
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
伝

わ
っ
て
き
た
単
語
や
、
英

語
が
由
来
の
言
葉
が
あ
っ

て
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、『
ノ
ル
マ
』、『
イ

ク
ラ
』
な
ど
は
ロ
シ
ア
語

が
由
来
で
す
」

─
─
ロ
シ
ア
へ
の
留
学
も

経
験
し
た
そ
う
で
す
ね
。

「
１
年
生
の
夏
に
３
週
間
、

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
大
学
へ
行

き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
食

べ
た
黒
パ
ン
が
美
味
し
く

て
、
今
回
の
弁
論
大
会
の

テ
ー
マ
を
『
米
と
黒
パ
ン
』

に
し
ま
し
た
」

─
─
今
後
の
目
標
は
？

「
も
っ
と
日
常
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ロ
シ
ア
語
を
生
か
し
た
仕

事
に
も
就
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

─
─
後
輩
に
一
言
。

「
担
当
の
寺
田
吉
孝
先
生

は
、
素
晴
ら
し
い
先
生
で

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
勉
強
し

ま
し
ょ
う
！
」

英
語
と
世
界
的
視
点
や
考
え
方
、

ア
ラ
ス
カ
で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学
び
ま
し
た
。

過
疎
化
が
進
む
道
内
地
方
も
観

光
の
主
役
に
し
た
い
と
思
い
、

需
要
側
の
ニ
ー
ズ
と
供
給
側
の

意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
注
視
し
な

が
ら
の
活
動
で
し
た
。
ア
ラ
ス

カ
は
残
っ
て
い
る
自
然
、
身
近

な
産
業
や
歴
史
を
観
光
に
繋
げ

て
い
ま
し
た
。
観
光
業
関
係
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
実
践
的
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学

び
、
フ
ァ
ー
ム
ツ
ア
ー
な
ど
を

通
し
て
、
産
業
を
用
い
た
体
験

型
学
習
観
光
の
可
能
性
に
気
づ

き
ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン

ド
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
で
顧
客
の
獲
得
を
目
指
せ

ば
、
地
方
へ
の
観
光
客
を
増
や
せ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
々
と
触

れ
合
い
、
い
か
に
自
分
が
狭
い

世
界
で
偏
っ
た
思
考
を
持
っ
て

い
る
の
か
感
じ
た
こ
と
を
機
に
、

人
と
し
て
も
成
長
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
自
分
と
の
葛
藤
や
日

本
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
刺
激
を

受
け
、
新
た
な
自
分
に
も
出
会

え
ま
し
た
。
留
学
先
で
の
全
て

の
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

で
必
ず
生
き
る
も
の
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
つ
企
業
に
就
職
で
き
た
の
で
、

今
後
は
地
方
出
身
の
私
だ
か
ら

こ
そ
伝
え
ら
れ
る
地
方
の
プ
ラ

ス
要
素
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
事
務
部
庶
務
課
の
高
橋

さ
ん
を
は
じ
め
全
て
の
関
係
者

の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

横
浜
市
を
拠
点
と
す
る
「
三
菱

重
工
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」
に
硬
式
野
球
部

投
手 

吉
田
玲
央
さ
ん
（
経
済
学

部
地
域
経
済
学
科
４
年
）
の
入

団
が
決
ま
っ
た
。
１
８
７
セ
ン

チ
の
長
身
を
生
か

し
た
最
速
１
４
９

キ
ロ
の
ピ
ッ
チ
ン

グ
で
、
存
在
感
を

ア
ピ
ー
ル
。

　
「
目
標
は
都
市
対
抗
戦
で
投
げ

る
こ
と
。
そ
し
て
プ
ロ
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
」　

　

中
・
高
時
代
の
公
式
戦
登
板

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
学
で
は
、

試
合
出
場
と
現
監
督
で
あ
る
島

崎
さ
ん
の
指
導
方
針
に
感
銘
を

受
け
て
本
学
の
野
球
部
に
。
努

力
と
経
験
を
積
み
、
３
、４
年
生

で
活
躍
。

　
「
学
園
の
野
球
部
に
入
っ
て
良

か
っ
た
こ
と
は
、
試
合
の
経
験

を
積
め
た
こ
と
で
す
」

　

す
で
に
三
菱
重
工
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ

の
練
習
に
参
加
し
て
い
る
吉
田

さ
ん
は
、「
今
ま
で
と
は
違
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
、
様
々
な

知
識
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
、
思
い
通

り
に
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

　

頑
張
り
続
け
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
３
つ
。「
球
を
投
げ
る

こ
と
が
好
き
だ
か

ら
」「
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
に
応
え
た
い
」
そ

し
て
「
高
校
の
時
の

悔
し
さ
」。

　
「
頑
張
っ
て
続
け
て
き
て
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
。
そ
れ
が
一
番
の
財

産
で
す
。
こ
れ
を
糧
に
し
て
今
後

試
合
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

も
っ
と
夢
が
膨
ら
む
。
子
供
た

ち
に
、
頑
張
れ
ば
夢
は
叶
う
ん

だ
よ
っ
て
い
う
の
を
伝
え
た
い
」

　

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
吉

田
さ
ん
に
今
後
も
注
目
し
た
い
。

　

昨
年
12
月
２
日
か
ら
６
日
に
、

岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
体
育

館
（
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山
）
で

開
催
さ
れ
た
第
72
回
日
本
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
、
本

学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し

た
。

　

日
本
リ
ー
グ
チ
ー
ム
を
は
じ

め
、
各
都
道
府
県
代
表
の
24
チ
ー

ム
が
参
戦
。
白
熱
し
た
試
合
を

繰
り
広
げ
た
。　

　

本
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
一

回
戦
で
香
川
県
の
高
松
大
学
と

対
戦
。
高
松
大
学
の
高
い
デ
フ
ェ

ン
ス
の
前
に
、
な
か
な
か
攻
撃

の
糸
口
が
つ
か
め
ず
苦
戦
。
反

撃
を
試
み
る
も
連
続
得
点
に
は

結
び
つ
か
ず
、
20
対
45
で
敗
戦

し
た
。

語学学校での 1 枚

経営学部経営学科 3 年

遠
え ん

藤
ど う

 瑠
る

花
か

2020 MISS UNIVERSITY 出場
「自分自身と向き合うことができた」

挫
折
を
力
に
、
夢
を
叶
え
た
い

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

私
が
留
学
生
活
を
振
り
返
り

一
番
面
白
か
っ
た
と
感
じ
る
の

は
、
韓
国
文
化
で
す
。
私
は
留
学

に
行
く
前
ま
で
、
韓
国
と
日
本
は

類
似
点
が
と
て
も
多
く
、
他
国

で
あ
り
な
が
ら
似
て
い
る
こ
と

に
面
白
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
韓
国
で
生
活

を
し
て
み
る
と
、
日
本
文
化
と

の
余
り
の
違
い
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
連
絡
方
法
・
時
間
感

覚
・
金
銭
感
覚
・
表
現
方
法
な
ど
、

と
に
か
く
全
て
の
こ
と
が
違
い
、

驚
く
と
共
に
初
め
は
否
定
的
に

捉
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
私
は

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
人
間
な
の

で
は
？
と
悩
ん
だ

り
、
相
手
と
の
考

え
や
行
動
の
違
い

が
文
化
の
せ
い
な

の
か
、
性
格
の
せ

い
な
の
か
判
断
で

き
な
っ
た
り
、
韓

国
文
化
に
合
わ
せ

る
こ
と
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
こ
と

さ
え
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
ち
ょ

う
ど
半
年
を
過
ぎ
た
頃
、
違
う

と
い
う
こ
と
に
慣
れ
、
う
ま
く

対
応
で
き
る
よ
う
に
変
わ
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
す

る
と
韓
国
文
化
の
捉
え
方
も
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
、
韓
国

人
の
情
の
厚
さ
・
積
極
性
を
尊

敬
し
、
見
習
い
た
い
と
思
う
と

共
に
、
他
人
へ
の
関
心
の
強
さ
・

食
べ
物
や
お
金
の
感
覚
は
合
わ

せ
る
必
要
が
な
い
な
ど
と
、
自

分
な
り
の
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
韓
国
文
化
に

触
れ
、
自
分
な
り
の
接
し
方
を

見
つ
け
る
中
で
、
私
は
韓
国
文

化
だ
け
を
見
て
い
た
の
で
は
な

く
、
韓
国
文
化
に
触
れ
る
自
分

自
身
を
見
て
い
た
の
だ
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
韓
国

文
化
を
通
し
自
分
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し

て
韓
国
文
化
の
長
所
・
短
所
を

知
っ
た
上
で
文
化
の
面
白
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、

何
よ
り
韓
国
文
化
を
学
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
部
分
で
す
。

 

学
生
交
流
事
業
・
短
期

韓
国
・
大
田
大
学
校

 

韓
国
文
化
に
触
れ
て

 

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
３
年

山や
ま

崎ざ
き 

純じ
ゅ
ん

菜な

終了式での一枚

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
４
年

海か
い

辺べ 

菜な

な々

美み

 

留
学
体
験
を
日
本
の
地
方
へ

 

ト
ビ
タ
テ
！ 

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

食糧を受け取る学生たち（1月26日）

誘
わ
れ
た
こ
と
。

　
「
も
と
も
と
目
立
つ
の
は

得
意
で
は
な
か
っ
た
し
、

女
性
ら
し
さ
や
美
に
関
し

て
も
無
頓
着
。
自
分
に
自

信
が
な
か
っ
た
の
で
、
何

か
変
え
た
い
と
思
い
出
場

し
ま
し
た
」

　

コ
ン
テ
ス
ト
期
間
中

は
、
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
共

に
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
だ
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ホ
ワ
イ

ト
ニ
ン
グ
、
エ
ス
テ
、
ス

ピ
ー
チ
、
立
ち
振
る
舞
い

な
ど
、
女
性
と
し
て
の
外

見
そ
し
て
内
面
を
磨
い
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
審
査
で
は
、

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
変

化
し
た
自
分
の
気
持
ち
を

　

昨
年
11
月
30
日
に

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
２
０ 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ 

Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」

に
、
１
０
０
名
以
上
の
北

海
道
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

経
営
学
部
３
年
の
遠
藤
瑠

花
さ
ん
が
出
場
し
た
。
こ

の
大
会
で
は
全
国
版
の
ミ

ス
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
「
今

で
き
る
こ
と
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
女
子
大
生
の
潜

在
的
能
力
や
魅
力
を
引
き

出
し
、
次
世
代
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
発
掘
し

て
い
る
。

　
　

＊
　
　
＊
　
　
＊

　

応
募
の
き
っ
か
け
は
た

ま
た
ま
行
っ
た
エ
ス
テ
で

伝
え
た
。

　
「
今
ま
で
は
、
自
分
を
抑

え
て
人
に
合
わ
せ
て
き
ま

し
た
。
で
も
ミ
ス
コ
ン
は
、

個
性
を
出
す
と
こ
ろ
。
そ

れ
っ
て
自
由
で
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
、
恥
ず
か
し
い

こ
と
で
は
な
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
、

周
り
に
勇
気
を
与
え
ら
れ

る
女
性
に
な
り
た
い
と
語

る
。

　
　

＊
　
　
＊
　
　
＊

　

経
営
学
部
に
通
う
遠
藤

さ
ん
は
、「
エ
ス
テ
の
経
営

を
し
て
み
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
テ

ス
ト
を
通
し
て
経
営
者
の

方
た
ち
と
知
り
合
え
た
こ

と
、
運
営
側
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
今
後

に
つ
な
が
る
経
験
に
な
り

ま
し
た
」

　

自
分
自
身
と
向
き
合
う

こ
と
で
、
ひ
と
つ
成
長
し

た
遠
藤
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

就
職
活
動
に
奮
闘
す
る
。

  

硬
式
野
球
部 

吉よ
し

田だ 

玲れ

央お

（
経
済
学
部
４
年
）

 

三
菱
重
工
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
入
団
決
定

　

本
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
、「
北
日
本
王

座
決
定
戦 

第
33
回
ハ
レ
オ

パ
イ
ン
ボ
ウ
ル
２
０
２
０
」

（
昨
年
11
月
23
日
、
仙
台
市

で
開
催
）
で
、
東
北
大
学
を

倒
し
て
初
優
勝
を
果
た
し
、

12
月
20
日
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ウ

ル
２
０
２
０
」
に
出
場
。
関

東
代
表
の
慶
應
義
塾
大
学
と

対
戦
し
た
。
ア
メ
フ
ト
部

キ
ャ
プ
テ
ン
の
本ほ

ん

間ま

航こ
う

史じ

さ

ん
（
経
営
学
部
経
営
学
科
４

年
）
に
お
話
を
聞
い
た
。

─
─
パ
イ
ン
ボ
ウ
ル
初
優
勝

の
感
想
は
？

「
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
年

の
チ
ー
ム
は
、
目
立
っ
た
選

手
が
い
な
い
分
、
ま
と
ま
っ

て
連
携
を
大
事
に
し
ま
し

た
。
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
勝
利
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」

─
─
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
？

「
毎
回
練
習
の
映
像
を
撮
っ

て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
見
て

反
省
を
し
ま
し
た
。
疑
問
点

や
、
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
し

よ
う
と
か
、
話
し
合
い
を
繰

り
返
し
ま
し
た
」

─
─
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ウ
ル
は
ど

う
で
し
た
か
？

「（
力
の
）
差
が
あ
る
な
と
い

う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

通
用
し
て
い
る
部
分
も
あ
っ

た
け
ど
、
そ
れ
を
数
字
（
結

果
）と
し
て
出
せ
な
か
っ
た
。

組
織
と
し
て
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
」

─
─
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。

「
全
員
が
未
経
験
者
。
新
し

い
こ
と
を
す
る
の
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
歩
踏
み
出
し
て
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
。
充
実
し

た
４
年
間
を
過
ご
せ
ま
す
」

  

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

日
本
選
手
権
大
会
出
場

北日本王座決定戦 初優勝！！アメリカン
フットボール部 ホワイトボウル2020 出場

第５２回 全道ロシア語弁論大会 ３位経営学部２年 寳
たから

嶋
じ ま

 響
きょう

子
こ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
生
活
に
困
窮
す
る

学
生
た
ち
を
支
援
す
る
動
き

が
全
国
各
地
で
進
む
な
か
、

本
学
で
は
１
月
26
日
、
学
生

部
前
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
２

回
目
と
な
る
食
糧
配
付
を
行

い
９
７
６
人
が
来
場
し
た
。

　

第
１
回
目
は
昨
年
12
月

25
日
、
本
学
教
員
有
志
が

食
糧
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
配
付
を
行
い
、

２
６
０
人
も
の
学
生
が
来
場

し
た
。
そ
の
際
に
記
入
し
て

も
ら
っ
た「
困
り
事
相
談
カ
ー

ド
」
に
は
、「
ア
ル
バ
イ
ト
が

減
っ
て
収
入
減
」、「
バ
イ
ト

も
収
入
も
ゼ
ロ
に
」、「
奨
学

金
返
済
や
学
費
負
担
に
不
安

が
あ
る
」
な
ど
切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

２
回
目
の
企
画
は
学
生
自

治
会
が
中
心
と
な
り
、
教
職

員
は
サ
ポ
ー
ト
役
に
回
っ
て

実
施
。
学
外
か
ら
も
多
く
の

ご
寄
付
や
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
。
長
期
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

学
部
や
職
員
の
も
と
に
窓
口

と
な
る
有
志
を
置
き
、
今
後

も
寄
付
や
食
糧
提
供
を
積
極

的
に
受
け
付
け
る
。

 

第
２
回 

食
糧
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コロナ禍の困窮学生へ無料配付



2021年（令和3年）3月15日 第125号 （8）

令和３年度 行事日程

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部〔1 年次〕、（工）…工学部〔2 年次以上〕
＊本学学生は、行事日程に関する詳細を掲示板や資料等で確認してください。
＊大学院は、各研究科の行事日程によります。

月 日（曜日） 行　　事
令
和
３
年　
　
　
　
　
　
　
４

1（木） 健康診断［４年］（豊）
2（金） 新入生ガイダンス① 法
3（土） 新入生ガイダンス② 工

5（月） 新入生ガイダンス③ 経済
健康診断（工）

6（火） 新入生ガイダンス④ 経営
健康診断［３年］（豊）

7（水） 新入生ガイダンス⑤ 人文
健康診断［２年］（豊）

8（木） 各課程ガイダンス / 奨学金ガイダンス
健康診断［１年］（豊）

9（金） 奨学金ガイダンス
10（土） 第１学期授業開始

５16（日） 学園創立記念日

６
18（金）

～ 20（日）
第 67 回対東北学院大学定期戦

（仙台）
20（日） 第１回オープンキャンパス

７

18（日） 第２回オープンキャンパス
24（土） 振替木曜日授業

30（金） 第１学期授業終了
実験生物に感謝する日

31（土） 予備日①

８

2（月）～7（土）第１学期期末評価実施期間
8（日） 夏季休業開始

13（金）
～16 （月）全学休業（事務取扱休止）

９

17（金） ９月期卒業生発表
夏季休業終了

18（土） 第２学期授業開始

26（日） 第３回オープンキャンパス
２部（夜間部）オープンキャンパス

30（木） ９月期卒業証書・学位記授与式

月 日（曜日） 行　　事

10
9（土）

～ 11（月）第 70 回十月祭・第 50 回工学祭

9（土） ホームカミングデー

11 28（日） 学校推薦型選抜
特別選抜

12 26（日） 冬季休業開始

１

7（金） 冬季休業終了

8（土） 第２学期授業再開
振替月曜日授業

24（月） 第２学期授業終了
25（火） 予備日①
26（水） 予備日②
27（木）

～ 2（水）第２学期期末評価実施期間

２

8（火） 一般選抜準備日
9（水）

～ 12（土）一般選抜

26（土） 特別選抜（社会人Ⅱ期）

３

10（木） 卒業生発表
11（金） 進級生発表

21（月） 卒業証書・学位記授与式
（卒業祝賀会）

26（土）
在学生ガイダンス

（豊平校舎①）
各課程ガイダンス①

28（月） 在学生ガイダンス
（豊平校舎②・山鼻校舎①）

29（火）
在学生ガイダンス

（豊平校舎③・山鼻校舎②）
各課程ガイダンス②

30（水） 各課程ガイダンス③
31（木） 各課程ガイダンス④

令和３年度 健康診断日程表

Ｑ「もう一度就職活動をするとしたら、最も力を入れ
　  ようと思うこと」

卒業生へのアンケート

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
活
は

大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
よ

く
が
ん
ば
り
ま
し
た
ね
。
上
手

く
い
っ
た
皆
さ
ん
も
そ
う
で
な

か
っ
た
皆
さ
ん
も
、
こ
の
体
験

を
貴
重
な
学
び
と
し
て
、
今
後

の
成
長
へ
前
向
き
に
つ
な
げ
て

い
っ
て
下
さ
い
。

　

社
会
で
皆
さ
ん
は
何
ら
か
の

組
織
と
関
係
し
、
誰
か
の
役
に
立

つ
こ
と
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
お

金
を
払
え
ば
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
も
ら
う
「
お
客
さ
ん
」
側

だ
っ
た
の
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
お

客
さ
ん
」
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
金
を
も
ら
う
側
の
人
間

に
な
り
ま
す
。
提
供
し
て
も
ら
っ

て
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
、
い
ざ
そ
の
当
た
り
前
を

提
供
す
る
側
に
な
る
と
、
そ
れ

が
ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
な
の

か
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た

り
前
に
行
う
こ
と
」
が
ど
れ
ほ

ど
ス
ゴ
い
こ
と
な
の
か
、
痛
感

す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
で
し
ょ

う
。
ま
ず
自
分
の
で
き
る
こ
と

に
専
念
し
、
で
き
た
自
分
を
評

価
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
自
分

を
信
じ
て
努
力
す
る
こ
と
か
ら
、

職
業
生
活
は
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
な
り
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
や
目
標
を
持
つ
こ
と
が

大
事
で
す
。
変
化
の
激
し
い
現

代
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観

や
ス
キ
ル
が
す
ぐ
に
通
用
し
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
要

な
知
識
を
取
捨
選
択
し
て
、
学

び
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
学
ん
だ
知

識
に
振
り
回
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
な
り
に
使
い
こ
な
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
職
業
人
と
し
て
将
来

な
り
た
い
自
分
の
姿
を
目
当
て

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
職
業
生
活
の
基
本

は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。
ま

ず
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る

ク
セ
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
生
か
し
生
か
さ
れ
る
こ
と

で
、
道
は
自
ず
と
開
か
れ
て
い

き
ま
す
。
何
に
取
り
組
む
に
せ

よ
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
方
々
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
上
司
や
仲
間
、

お
客
さ
ん
な
ど
、
す
べ
て
の
方
々

へ
の
感
謝
の
想
い
を
持
ち
続
け

て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
の
職
業
生

活
が
、
実
り
あ
る
も
の
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、
卒

業
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
就
職
活

動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
は
、
就
活
の
振
り
返

り
を
し
て
も
ら
う
意
味
で
「
も

う
一
度
就
職
活
動
を
す
る
と
し

た
ら
、
最
も
力
を
入
れ
よ
う
と

思
う
こ
と
」
を
尋
ね
て
い
ま
す
。

　

進
路
が
民
間
／
公
務
員
の
別

に
そ
れ
ぞ
れ
上
位
３
つ
を
見
て

み
る
と
、
民
間
に
決
定
し
た
方
は

「
企
業
・
業
界
研
究
32
・
０
％
」「
面

接
対
策
21
・
４
％
」「
自
己
分
析

21
・
０
％
」、
公
務
員
に
決
定
し

た
方
は
「
筆
記
試
験
対
策　

31
・

６
％
」「
面
接
対
策
21
・
３
％
」「
自

己
分
析
16
・
９
％
」
と
な
り
ま
す
。

１
位
は
違
い
ま
す
が
、
面
接
対

策
や
自
己
分
析
は
、
民
間
志
望
・

公
務
員
志
望
に
関
係
な
く
、
し
っ

か
り
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
よ

さ
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
そ
れ

ら
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
も

フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
い
く
つ
か
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
企
業
・
業
界
研
究
】

「
は
じ
め
か
ら
企
業
・
業
界
を

絞
っ
て
就
職
活
動
を
し
て
い
た

が
、
興
味
の
あ
っ
た
業
界
以
外

に
つ
い
て
も
も
う
少
し
見
て
み

て
も
良
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た

た
め
」

「
興
味
あ
る
も
の
以
外
の
業
界
も

し
っ
か
り
調
べ
て
、
可
能
性
を

広
げ
ら
れ
た
か
ら
」

「
イ
メ
ー
ジ
で
就
活
を
し
て
い
た

節
が
あ
り
、
内
情
な
ど
よ
り
学

ん
で
お
け
ば
良
か
っ
た
と
感
じ

た
た
め
」

な
ど
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ

た
か
っ
た
、
イ
メ
ー
ジ
先
行
の

就
活
に
反
省
し
て
い
た
と
い
う

声
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

【
筆
記
試
験
対
策
】

卒
業
す
る
皆
さ
ん
へ

在
学
生
の
皆
さ
ん
へ

自己分析
21.0%

企業・業界研究
32.0%

職業研究
5.5%

OB・OG訪問  3.2%

筆記試験対策
8.9%

面接対策
21.4%

その他  3.2%

エントリーシート対策
4.4%

ビジネスマナー対策 
 0.4%

【進路：民間企業】

自己分析
16.9%

筆記試験対策
31.6%

エントリーシート対策
6.6%

職業研究  3.7%

面接対策
21.3%

その他  4.4%

【進路：公務員】

企業・業界研究
13.2%

OB・OG訪問  2.2%

「
受
験
す
る
官
庁
の
幅
が
広
が
る

か
ら
」

「
筆
記
試
験
対
策
を
始
め
る
の
が

遅
く
、
捨
て
科
目
を
作
っ
た
か

ら
」

「
そ
も
そ
も
試
験
に
合
格
し
な
い

と
自
分
を
見
て
も
ら
え
な
い
か

ら
」

　

面
接
に
進
む
前
に
筆
記
試
験

で
落
と
さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た

よ
う
で
、
し
っ
か
り
と
筆
記
対

策
は
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
さ

そ
う
で
す
ね
。

【
面
接
対
策
】

「
本
番
で
は
思
う
程
喋
れ
ず
、
会

話
で
は
な
く
機
械
的
な
対
応
に

な
っ
て
し
ま
う
場
面
が
多
々

あ
っ
た
。
早
い
段
階
で
場
数
を

踏
ん
だ
方
が
良
い
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
」

「
面
接
の
時
、
慣
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
緊
張
し
て
な
か
な
か
自

分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
」

「
も
っ
と
自
分
の
事
を
相
手
に

表
現
で
き
る
準
備
が
必
要
だ
と

思
っ
た
か
ら
」
な
ど
、
面
接
の

独
特
な
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
る
た

め
、
あ
る
程
度
慣
れ
て
お
い
た

方
が
よ
か
っ
た
と
い
う
反
省
の

声
が
多
い
で
す
ね
。

【
自
己
分
析
】

「
自
己
分
析
が
志
望
動
機
な
ど
全

て
の
発
言
に
関
わ
っ
て
く
る
こ

キャリア支援センター

就職活動
INFORMATION

卒
業
生
へ  

す
べ
て
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に

在
学
生
へ  

ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
就
活
の
準
備
を

と
を
就
職
活
動
始
め
て
か
ら
だ

い
ぶ
経
っ
た
頃
に
気
付
い
て
大

変
だ
っ
た
か
ら
」

「
企
業
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て

も
、
面
接
の
た
め
に
自
分
を
知

る
た
め
に
も
、
今
後
何
を
し
て

い
き
た
い
の
か
自
分
自
身
を
見

直
す
良
い
機
会
。
や
ら
な
い
と

絶
対
後
悔
す
る
。
面
接
で
深
掘

り
さ
れ
た
時
の
対
応
で
し
っ
か

り
自
己
分
析
し
て
る
か
し
て
な

い
か
の
明
暗
が
分
か
れ
る
。
ぶ
っ

ち
ゃ
け
、
面
接
練
習
よ
り
も
大

切
」

と
い
う
よ
う
な
、
企
業
／
官
庁

へ
自
己
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
で

な
く
、
企
業
選
定
や
将
来
に
つ

い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

て
お
く
こ
と
が
重
要
と
気
づ
い

た
と
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
就
活
に
対
す
る

反
省
の
コ
メ
ン
ト
は
、
何
も
今

年
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

毎
年
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

将
来
に
つ
い
て
意
識
す
る
在
学

生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
先

輩
方
か
ら
の
良
い
ア
ド
バ
イ
ス

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■豊平校舎〈学部生〉
学年・健診日 学　部 時　間 検　査・会　場

新 1 年生
4 月 8 日（木）

１
部

経済 K1 ～ K3 クラス  9：15 ～ 9：55
○受診票・健診のご案内用紙の受取り・記入

※健診日前に実施する各学部の教務ガイダンス
で、学生部の資料と一緒に配布されます。
※受診票の太枠内は、事前にボールペンで記載
しておいてください。

①身体計測
　─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
②内科診察
　─学園会館 3 階（大会議室の上）
③胸部 X 線
　─学生玄関前

※受診票を最後に回収。

経済 K4 ～ K6 クラス 9：55 ～ 10：40
経営 経営学科 13：00 ～ 13：40
経営 経営情報学科 13：40 ～ 14：15
法学 F1 ～ F3 クラス 10：40 ～ 11：15
法学 F4 ～ F6 クラス 11：15 ～ 11：45
人文 日本文化学科
工学 社会環境工学科
       建築学科

14：15 ～ 15：00

人文 英米文化学科
工学 電子情報工学科
       生命工学科

15：00 ～ 15：45

２
部

経済・経営 18：00 ～ 19：00
法・人文 17：00 ～ 18：00

新 2 年生
4 月 7 日（水）

新 3 年生
4 月 6 日（火）

新 4 年生・研究生
4 月 1 日（木）

１
部

経済 経済学科 13：00 ～ 13：40 ○受診票等の受取り・記入
※受診票・尿検査容器の事前受取日時
3 月 10 日（水）〜 31日（水）の平日
時間：10：00 〜 20：45 、場所：医務室前

〈2・3 年生〉受診票のみ
〈4 年生〉受診票、尿検査容器、健診のご案内用紙
※受診票の太枠内は、事前にボールペンで記載
しておいてください。

①身体計測（4 年生・研究生は視力検査あり）
　─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
②内科診察
　─学園会館 3 階（大会議室の上）　
　〈2・3 年生は終了〉
③尿検査容器提出・胸部 X 線
　─学生玄関前　
　〈4 年生・研究生のみ〉

経済 地域経済学科 13：40 ～ 14：15

経営 経営学科 14：15 ～ 14：55

経営 経営情報学科 14：55 ～ 15：30

法学 法律学科 9：30 ～ 10：10

法学 政治学科 10：10 ～ 10：45

人文 日本文化学科 10：45 ～ 11：15

人文 英米文化学科 11：15 ～ 11：45

２
部

経済・経営 18：00 ～ 19：00

法・人文 17：00 ～ 18：00

学年・健診日 時間 検査・会場

新 1 年生
4 月 8 日（木）

9：15 ～ 11：45
13：00 ～ 15：45
17：00 ～ 19：00

①受診票の受取り・記入─受診票はガイダンスで配布
※受診票の太枠内は、事前にボールペンで記載しておいてください。

②身体計測─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館 3 階（女性：8 番会議室、男性：9 ～ 10 番会議室）
④胸部 X 線─学生玄関前

新 2 年生以上
4 月 1 日（木）

9：30 ～ 11：45
13：00 ～ 15：30
17：00 ～ 19：00

①受診票の受取り・記入─受診票はガイダンスで配布
※受診票の太枠内は、事前にボールペンで記載しておいてください。

②身体計測※視力は最終学年のみ─会館大会議室
③内科診察─会館会議室（大会議室上）
④最終学年のみ尿容器提出・胸部 X 線─学生玄関前

■豊平校舎〈大学院生〉

■山鼻校舎〈工学部生・研究生・大学院生〉
学年・健診日 学科 時　間 検　査・会　場

工
学
部

新 2 年生
4 月 5 日（月）

男子 社会環境 9：30 ～ 9：50
○受診票等の受取り

※工学部生：受診票等の事前配布物は 3 月 26 日・
3 月 29 日の在学生ガイダンスの日に指定された
場所に各自で取りに来てください。
※大学院生：受診票等の事前配布物は 3 月下旬
に配布又は郵送を予定しています。

○身体計測
　─ 32 番教室
○内科診察
　─ 31 番教室
○胸部 X 線
　─ 1 号館 1 階玄関前
○尿検査
　 ・2 ～ 3 年生の体育会系クラブ員
    ─提出場所：医務室
　・4 年生 ・ 研究生
　・修士 2 年生・博士 3 年生
    ─提出場所：1 号館 1 階ロビー
　　（胸部 X 線受付へ提出）

男子 建築 9：50 ～ 10：10
男子 電子情報 10：10 ～ 10：30
男子 生命 10：30 ～ 10：50
女子 全学科 10：50 ～ 11：20

新 3 年生
4 月 5 日（月）

男子 社会環境 11：20 ～ 11：40
男子 建築 11：40 ～ 12：00
男子 電子情報 12：00 ～ 12：20
男子 生命 12：20 ～ 12：40
女子 全学科 12：40 ～ 13：00

新 4 年生・研究生
4 月 5 日（月）

男子 社会環境 14：00 ～ 14：20
男子 建築 14：20 ～ 14：40
男子 電子情報 14：40 ～ 15：00
男子 生命 15：00 ～ 15：20
女子 全学科 15：20 ～ 15：50

大
学
院

修 / 新 1・2 年生
博 / 新 1・3 年生

男子 14：00 ～ 15：20
女子 15：20 ～ 15：50

▽
12
月
8
日 

弁
護
士 

上
田
絵
理
氏

▽
12
月
16
日 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
長 

宮
﨑
章
氏
、
他
２
名

▽
1
月
25
日 

沼
田
町
役
場
住
民
生
活

課
長 

嶋
田
英
樹
氏

▽
1
月
27
日 

豊
富
町
長 

河
田
誠
一

氏
、
同
町
役
場
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政

係
長 

小
林
輝
貴
氏

業界研究会の資料配布の様子（2 月 22 日）

令和２年度
卒業証書・学位記授与式

※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください

北海道立総合体育センター
「北海きたえーる」メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号

両式典会場

月 日（金）15：30～3 19

注意事項

①ご家族・在学生などの出席はご遠慮いた
だき、　卒業生・修了生のみの式とします。
②卒業証書・学位記授与式のようすを撮影
し、後日オンデマンド配信する予定です。
③卒業祝賀会は開催しません。
④３密を避けるため、学部・研究科別の入
口・写真撮影場所を設ける予定です。詳細
は本学webサイトでお知らせします。

経済・経営学部、経済・経営学研究科

月 日（土）11：30～3 20
法・人文・工学部
法・文・工・法務研究科

　新型コロナウイルスの感染リスクを避けるため、
「2021（令和 3）年度入学式」を開催しないこととい
たしました。4月2日からの新入生ガイダンス内で、
学長の式辞と入学許可宣言を行う予定です。

令和 3年度 入学式について

　
「
進
路
調
査
票
」
は
、
大
学
か
ら
卒

業
生
に
対
す
る
調
査
で
卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
の
最
終
確
認
を
す
る
も

の
で
す
。
所
定
の
方
法
で
必
ず
提
出

す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

①
文
部
科
学
省
の
進
路
統
計
調
査
、

②
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
種

統
計
資
料
の
作
成
、
③
出
身
高
校
へ

の
情
報
提
供
、
④
同
窓
会
活
動
（
会

報
発
送
・
事
業
案
内
）
等
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
、
個
人
情
報
保
護
法
を

遵
守
し
そ
れ
以
外
に
利
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法　
令
和
３
年
３
月
10
日
以

降
、
学
費
支
給
者
宛
に
送
付
さ
れ
る

成
績
関
係
書
類
に
、
こ
の
「
進
路
調

査
票
」
も
入
っ
て
い
ま
す
。
記
載
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
回
答
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
卒
業
式
当
日

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
進
路
調
査
票
」
提
出
の
お
願
い


